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第１章 調査の実施概要 

１．調査の目的 

市民の市政についての意見や評価を、意識調査により統計的に把握し、今後の市政を推進

するための基礎資料とすることを目的に調査を実施した。 

２．調査の設計 

・調査地域：甲賀市全域 

・調査対象：市内在住の 18 歳以上の男女 

・調査票本数：3,000 人 

・調査抽出法：層化二段無作為抽出法（抽出台帳：住民基本台帳、旧町５地域別） 

・調査方法：郵送配布・郵送回収、またはインターネットによる回答 

・調査期間：令和４年７月 20 日（水）～８月７日（日） ※８月 18 日（木）まで郵送受付 

３．調査票の配布・回収の状況 

・配布数：3,000 件 

・回収件数（率）：1,312 件（43.7％） 

・有効回答数（率）：1,310 件（43.7％） ※郵送回答のうち無効調査票（白票）：２件 

うち郵送回収：1,012 件（77.3％）、インターネット回答：298 件（22.7％） 

４．標本抽出計画と集計にあたっての整理事項 

① 標本抽出計画と集計母数（集計対象数） 

今回の調査では、アンケート調査配布数（標本数）を市内５地域と母集団構成比に応じて

配分した。 

地域別の回収率は甲賀地域が 54.8％で最も多く、次いで、土山地域が 47.9％、信楽地域が

44.9％、甲南地域が 42.4％、水口地域が 39.7％となっている。土山地域、甲賀地域、信楽地

域では前回調査よりも回収率が高くなったが、水口地域、甲南地域では前回調査よりも回収

率が低かった。 

有効回答の構成比と母集団構成比を比較すると、甲賀地域は高く、水口地域は低い結果が

見受けられる。 

 

 

 

 

 

 

 

※母集団については、それぞれ 18 歳以上の男女数を計上している。 

  

⺟集団 ⺟集団構成⽐（％） 抽出標本数 標本数構成⽐（％） 回収数 構成⽐（％） 回収率（％）
⽔⼝地域 34,253 45.3 1,335 44.5 530 40.5 39.7 41.9
⼟⼭地域 6,224 8.2 242 8.1 116 8.8 47.9 41.4
甲賀地域 8,260 10.9 325 10.8 178 13.6 54.8 52.2
甲南地域 17,261 22.8 719 24.0 305 23.3 42.4 43.6
信楽地域 9,563 12.7 379 12.6 170 13.0 44.9 35.5
無回答 11 0.8
合計 75,561 100.0 3,000 100.0 1,310 100.0 43.7 42.9

標本抽出計画 有効回答 前回回収率
（％）
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年代別の回収率は 60 歳代が 58.9％で最も多く、次いで、70 歳代以上が 58.4％、50 歳代が

38.5％、40 歳代が 37.7％、30 歳代が 29.9%、20 歳代以下が 22.5％となっている。 

有効回答の構成比と母集団構成比をみると、有効回答は年齢層が高い構成であることがわ

かる。 

 

 

 

 

 

 

 

※母集団の 20 歳代以下については、18 歳と 19 歳の男女数を 20 歳代に加えて計上している。 

 

② 調査結果の精度 

今回の調査は標本調査のため、本結果から甲賀市の 18 歳以上の人口（母集団）の意識や要

望等を推定することができる。ただし、今回の結果が抽出調査のため、数字の誤差を考慮す

る必要がある。そこで、どの程度の誤差があるのかを以下の数式で求めた。 

世論調査では、信頼度 95％（同じ調査を対象を変えて行った場合に、100 回中 95 回は同様

の結果が得られると考えてもよい）の水準を求めることが一般的とされており、これに基づ

き、今回の調査における標本測定値の標本誤差を算出した。その結果、標本誤差=2.68％（小

数第３位四捨五入）となり、母集団の回答は今回のアンケート調査結果の±2.68％の区間に

95％の確率で存在すると言える。 

 

 

 

 

 

ε：標本誤差 ±1.96：信頼度 95％の時の係数 

N：母集団数（調査時点の甲賀市の 18 歳以上人口：75,561） n：標本数（有効回答数：1,310） 

P：標本測定値 0.5（50％（0.5）のときに最大となるため 0.5 で計算） 

 

 

  

⺟集団 ⺟集団構成⽐（％） 抽出標本数 標本数構成⽐（％） 回収数 構成⽐（％） 回収率（％）
20歳代以下 10,839 14.3 431 14.4 97 7.4 22.5 22.0
30歳代 9,784 12.9 375 12.5 112 8.6 29.9 32.8
40歳代 12,191 16.1 488 16.3 184 14.0 37.7 32.5
50歳代 11,518 15.2 460 15.3 177 13.5 38.5 43.0
60歳代 11,401 15.1 438 14.6 258 19.6 58.9 59.2

70歳代以上 19,828 26.2 808 26.9 472 36.1 58.4 55.6
無回答 10 0.8
合計 75,561 100.0 3,000 100.0 1,310 100.0 43.7 42.9

標本抽出計画 有効回答 前回回収率
（％）
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５．本報告書における集計方法、数値の取り扱い 

・回答結果は、各項目の不明を含む有効サンプル数に対する百分比（％）で示し、百分比

は小数点第２位を四捨五入して小数点第１位までを表示している。そのため、単数回答

（複数の選択肢から１つの選択肢を選ぶ方式）の設問であっても百分比の合計値が

100.0％にならない場合がある。 

・複数回答（複数の選択肢から２つ以上の選択肢を選ぶ方式）の設問の場合、回答は選択

肢ごとの有効回答数に対して、それぞれの比率を示している。そのため、百分比の合計

は通常 100.0％にはならない。 

・図表中に「無回答」とあるものは、回答が示されていない、または回答の判別が著しく

困難なものである。 

・本文中の「ポイント」とは、「％」の差を表している。 

・図表中の「Ｎ」は、集計対象者総数、または、回答者限定設問の限定条件の該当者数を

示している。 

・クロス集計の図表では、集計区分ごとの集計母数を「Ｎ」と表記している。 
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第２章 回答者の属性 

① 性別 

問１ あなたの性別を教えてください。（○は１つ） 

性別は、「男」が 42.3％、「女」が 55.3％、「答えたくない」が 0.8％となっている。 

■性別（単数回答） 

 

 

 

 

 

 

② 年齢 

問２ あなたの年齢は７月１日現在でおいくつですか。（○は１つ） 

年齢は、「75 歳以上」（20.1％）が最も多く、次いで「70～74 歳」（16.0％）、「65～69

歳」（11.1％）となっており、65 歳以上の高齢者が回答者の 47.2％を占める。 

■年齢（単数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

③ 居住地域 

問３ あなたのお住まいの地域はどちらですか。（○は１つ） 

居住地域は、「水口地域」（40.5％）が最も多く、順に「甲南地域」（23.3％）、「甲賀

地域」（13.6％）、「信楽地域」（13.0％）、「土山地域」（8.8％）となっている。 

■居住地域（単数回答） 

 

 

 

 

 

  

42.3 55.3

0.8

1.6

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体(N=1,310)

男 ⼥ 答えたくない 無回答

1.4

3.3

2.7

3.9

4.7

6.4 7.6 6.3 7.2 8.5 11.1 16.0 20.1 0.8

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体(N=1,310)

18〜19歳 20〜24歳 25〜29歳 30〜34歳 35〜39歳 40〜44歳 45〜49歳
50〜54歳 55〜59歳 60〜64歳 65〜69歳 70〜74歳 75歳以上 無回答

40.5 8.8 13.6 23.3 13.0 0.8

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体(N=1,310)

⽔⼝地域 ⼟⼭地域 甲賀地域 甲南地域 信楽地域 無回答
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④ 甲賀市の居住歴 

問４ あなたはいつから甲賀市にお住まいですか。（○は１つ） 

甲賀市の居住歴は、「生まれてからずっと甲賀市に住んでいる」（44.4％）が最も多く、

順に「市外で生まれて甲賀市に転入した」（43.1％）、「甲賀市で生まれて、市外に転出後、

再び転入した」（11.5％）となっており、市外からの転入者の占める割合が、転入・転出し

たことのない回答者より多い。 

■甲賀市の居住歴（単数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ 転入後の居住年数 

問４で「２（甲賀市で生まれて、市外に転出後、再び転入した）」または「３（市外で生ま

れて甲賀市に転入した）」と回答された方におたずねします。 

問５ 転入後、何年くらい甲賀市にお住まいですか。（○は１つ） 

転入後の居住年数は、「10 年以上」（81.3％）が突出して多く、順に「３年から 10 年未

満」（10.9％）、「３年未満」（5.7％）となっている。 

■転入後の居住年数（単数回答） 

 

 

 

 

 

 

  

44.4 11.5 43.1 1.0

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体(N=1,310)

⽣まれてからずっと甲賀市に住んでいる
甲賀市で⽣まれて、市外に転出後、再び転⼊した
市外で⽣まれて甲賀市に転⼊した
無回答

5.7 10.9 81.3 2.1

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体(N=1,310)

３年未満 ３年から10年未満 10年以上 無回答
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⑥ 世帯構成 

問６ あなたの世帯（同居）の構成はどれですか。（○は１つ） 

世帯構成は、「二世代世帯」（45.0％）が最も多く、次いで「夫婦のみ」（26.6％）、「三

世代世帯」（14.1％）となっている。 

■世帯構成（単数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

⑦ 同居の子どもの年代 

問６で「３（二世代世帯）・４（三世代世帯）・５（その他）」のいずれかに回答された方

におたずねします。 

問７ あなたに就学前または就学しているお子様・お孫様（同居）はおられますか。 

（○はいくつでも）※別居されているお子様、お孫様は含みません。 

同居の子どもの年代は、「小学生」（18.6％）が最も多く、次いで「高校生」（12.3％）、

「中学生」（11.8％）、「専門学校生・短大生・予備校生・大学生（大学院生）」（10.3％）

となっている。なお、「就学前または就学している子どもはいない」は 45.9％だった。 

■同居の子どもの年代（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

9.2 26.6 45.0 14.1

3.6

1.5

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体(N=1,310)

単⾝ 夫婦のみ ⼆世代世帯 三世代世帯 その他 無回答

6.3

9.1

18.6

11.8

12.3

10.3

45.9

9.9

0.0 20.0 40.0 60.0

２歳以下
３歳〜⼩学校⼊学前

⼩学⽣
中学⽣
⾼校⽣

専⾨学校⽣・短⼤⽣・予備校⽣・⼤学⽣（⼤学院⽣）
就学前または就学している⼦どもはいない

無回答

全体(N=822)

(%)
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⑧ 職業 

問８ あなたの職業等は何ですか。（○は１つ） 

職業は、「無職・その他」（30.4％）が最も多く、次いで「会社員」（25.4％）、「パー

ト・アルバイト」（16.3％）となっている。 

■職業（単数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑨ 勤務地・通学地 

問８で「１～５（会社員、公務員、自営業、パート・アルバイト、学生）」のいずれかに回

答された方におたずねします。 

問９ あなたの勤務地（通学地）はどちらですか。（○は１つ） 

勤務地・通学地は、「甲賀市内」（58.8％）が最も多く、順に「甲賀市以外の滋賀県内」

（22.9％）、「自宅」（9.3％）、「県外」（7.4％）となっている。 

■勤務地・通学地（単数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

25.4

4.7

7.3 16.3

1.8

12.9 30.4 1.1

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体(N=1,310)

会社員 公務員
⾃営業 パート・アルバイト
学⽣ 専業主婦・主夫
無職・その他 無回答

9.3 58.8 22.9 7.4 1.5

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体(N=728)

⾃宅 甲賀市内 甲賀市以外の滋賀県内 県外 無回答
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第３章 調査結果 

１．市政全体に関する満足度等について 

（１）甲賀市の住みやすさ 

問 10 あなたは甲賀市の住みやすさについてどのように感じておられますか。（○は１つ） 

甲賀市の住みやすさは、「まあまあ住みやすい」（52.4％）が最も多く、次いで「住みや

すい」（18.6％）、「どちらともいえない」（17.7％）となっている。『住みやすい』（「住

みやすい」と「まあまあ住みやすい」の合計）の割合は 71.0％だった。 

令和３年度調査と比較すると、『住みやすい』の割合は 2.3 ポイント減少している。 

性別にみると、男性、女性ともに「まあまあ住みやすい」が最も多くなっている。『住み

やすい』の割合は、男性では 70.5％、女性では 72.4％で大きな差はない。 

年代別にみると、すべての年代で「まあまあ住みやすい」が最も多くなっている。『住み

やすい』の割合は、20 歳代以下（79.4％）で最も多く、年代が上がるに従ってその割合は徐々

に低くなる傾向がみられる。 

居住地域別にみると、すべての地域で「まあまあ住みやすい」が最も多くなっている。『住

みやすい』の割合は、甲南地域（79.0％）で最も多く、信楽地域（56.4％）で最も少ない。 

甲賀市の居住歴別にみると、すべての居住歴で「まあまあ住みやすい」が最も多くなって

いる。『住みやすい』の割合は、３年未満（75.6％）で最も多く、３年から 10 年未満（66.7％）

で最も少ない。 

■甲賀市の住みやすさ（単数回答） 経年比較 

 

 

  18.6

22.7

52.4

50.6

17.7

17.2

5.9

5.3

3.4

1.9

2.1

2.2

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

R4調査(N=1,310)

R3調査(N=1,288)

住みやすい まあまあ住みやすい どちらともいえない
あまり住みやすくない 住みにくい 無回答
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■甲賀市の住みやすさ（単数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「10 年以上」は、「転入後の居住年数 10 年以上」と「生まれてからずっと甲賀市に住んでいる」の合計。 

以下の図表すべてにおいて同様。 

  

18.6

20.0

17.9

20.6

9.8

21.2

16.4

15.1

22.5

20.2

13.8

23.0

19.0

12.9

26.8

16.7

18.9

52.4

50.5

54.5

58.8

66.1

50.5

54.2

54.3

47.2

54.9

51.7

42.1

60.0

43.5

48.8

50.0

53.1

17.7

18.4

17.1

15.5

16.1

18.5

17.5

18.2

18.4

17.5

14.7

16.9

15.7

25.3

14.6

21.8

17.5

5.9

6.5

5.7

3.1

5.4

4.9

9.6

5.8

5.7

3.4

9.5

10.7

3.0

11.8

7.3

7.7

5.8

3.4

3.6

3.0

2.1

1.8

4.3

1.7

5.0

3.4

2.5

8.6

4.5

1.0

5.9

2.4

3.8

3.3

2.1

0.9

1.8

0.9

0.5

0.6

1.6

2.8

1.5

1.7

2.8

1.3

0.6

1.5

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体(N=1,310)

男(N=554)

⼥(N=725)

20歳代以下(N=97)

30歳代(N=112)

40歳代(N=184)

50歳代(N=177)

60歳代(N=258)

70歳代以上(N=472)

⽔⼝地域(N=530)

⼟⼭地域(N=116)

甲賀地域(N=178)

甲南地域(N=305)

信楽地域(N=170)

３年未満(N=41)

３年から10年未満(N=78)

10年以上(N=1,163)

住みやすい まあまあ住みやすい どちらともいえない
あまり住みやすくない 住みにくい 無回答
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（２）甲賀市の【住みやすい点】・【住みにくい点】 

問 11 あなたにとって甲賀市の【住みやすい点】と【住みにくい点】はどのようなことです

か。（それぞれ○はいくつでも） 

甲賀市の【住みやすい点】は、「自然・環境」（73.0％）が突出して多く、次いで「道路」

（18.9％）、「福祉・医療」（17.2％）となっている。 

性別にみると、男性、女性ともに「自然・環境」が最も多くなっている。 

年代別にみると、すべての年代で「自然・環境」が最も多くなっている。30～40 歳代では、

「子育て」が全体に比べて多くなっている。70 歳代以上では、「地域コミュニティ（区・自

治会・自治振興会など）」と「福祉・医療」が全体に比べて多くなっている。 

居住地域別にみると、すべての地域で「自然・環境」が最も多くなっている。水口地域で

は、「就労・企業」（10.9％）が他の地域より多くなっている。「道路」では、甲賀地域

（29.2％）が最も多く、信楽地域（10.6％）が最も低くなっている。 

甲賀市の居住歴別にみると、すべての居住歴で「自然・環境」が最も多くなっている。 

３年から 10 年未満では、「子育て」（25.6％）が全体に比べて多くなっている。 

■甲賀市の住みやすい点（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※表内の濃い網掛け部分は、全体を 10 ポイント以上上回るものを示す。 

 

全体 1,310 12.5 5.2 13.9 7.3 7.6 18.9 73.0 11.7 9.2 17.2 7.8 3.4 7.8

男 554 11.0 6.5 15.7 9.6 7.8 22.2 70.9 13.2 10.3 18.8 8.7 3.1 6.0

女 725 14.1 4.1 12.8 5.8 7.2 16.7 75.7 10.8 8.6 16.4 7.3 3.7 8.0

20歳代以下 97 12.4 7.2 7.2 9.3 6.2 16.5 69.1 11.3 3.1 10.3 14.4 5.2 7.2

30歳代 112 25.0 9.8 6.3 9.8 2.7 27.7 67.9 12.5 7.1 11.6 9.8 4.5 4.5

40歳代 184 28.3 7.1 14.1 10.3 6.5 21.7 72.3 14.7 8.2 12.0 4.9 3.8 3.8

50歳代 177 14.7 6.2 10.7 10.7 5.1 20.9 79.7 13.0 9.6 11.9 9.6 2.8 4.0

60歳代 258 8.1 4.7 11.6 8.5 6.2 18.6 75.2 12.0 10.9 14.3 7.4 5.0 7.4

70歳代以上 472 5.3 3.0 19.7 3.4 11.0 15.9 72.7 10.0 10.4 25.6 6.8 2.1 10.6

水口地域 530 14.0 6.4 14.3 10.9 8.5 16.6 68.5 11.1 10.6 18.3 8.9 4.5 7.0

土山地域 116 11.2 1.7 14.7 5.2 5.2 20.7 81.9 12.9 16.4 17.2 3.4 0.9 8.6

甲賀地域 178 15.2 4.5 12.9 5.6 11.2 29.2 78.1 15.2 10.1 14.6 7.3 2.2 7.9

甲南地域 305 11.5 4.3 12.8 4.3 7.2 21.0 73.4 10.8 7.2 17.4 6.2 3.6 5.9

信楽地域 170 8.8 6.5 15.9 5.3 3.5 10.6 77.1 11.2 2.9 17.1 10.6 2.9 9.4

３年未満 41 14.6 0.0 12.2 12.2 4.9 22.0 63.4 14.6 4.9 9.8 12.2 4.9 4.9

３年から10年未満 78 25.6 5.1 5.1 7.7 2.6 16.7 69.2 12.8 2.6 10.3 10.3 6.4 6.4

10年以上 1,163 11.8 5.5 14.8 7.1 7.9 19.1 74.2 11.7 9.9 18.1 7.5 3.3 7.1

就
労
・
起
業

N

(

有
効
回
答
者
数

)

子
育
て

教
育

地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ

ィ

（
区
・
自
治

会
・
自
治
振
興
会
な
ど

）

文
化
・
ス
ポ
ー

ツ

そ
の
他

無
回
答

公
共
交
通

（
バ
ス
・
鉄
道

）

道
路

自
然
・
環
境

防
犯

防
災

福
祉
・
医
療
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甲賀市の【住みにくい点】は、「公共交通（バス・鉄道）」（63.8％）が突出して多く、

次いで「福祉・医療」（20.1％）、「道路」（19.9％）となっている。 

「道路」と「福祉・医療」は、住みやすい点・住みにくい点の両方で、上位に挙げられた。

「道路」は、男性（22.2％）では住みやすい点とされ、信楽地域（37.6％）では住みにくい

点とされている。「福祉・医療」は、70 歳以上（25.6％）では住みやすい点とされ、60 歳代

（24.4％）では住みにくい点とされている。 

性別にみると、男性、女性ともに「公共交通（バス・鉄道）」が最も多くなっている。 

年代別にみると、すべての年代で「公共交通（バス・鉄道）」が最も多くなっている。 

30 歳代では「子育て」（19.6％）が、60 歳代では「地域コミュニティ（区・自治会・自治

振興会など）」（30.2％）が他の年代に比べて多い。 

居住地域別にみると、すべての地域で「公共交通（バス・鉄道）」が最も多くなっている。 

土山地域では「地域コミュニティ（区・自治会・自治振興会など）」（30.2％）、「就労・

起業」（32.8％）、「教育」（19.8％）が、信楽地域では「公共交通（バス・鉄道）」（71.8％）、

「道路」（37.6％）、「就労・企業」（30.0％）が他の地域に比べて多くなっている。 

甲賀市の居住歴別にみると、すべての居住歴で「公共交通（バス・鉄道）」が最も多くな

っている。 

■甲賀市の住みにくい点（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※表内の濃い網掛け部分は、全体を 10 ポイント以上上回るものを示す。 

表内の薄い網掛け部分は、全体を 10 ポイント以上下回るものを示す。 

全体 1,310 6.7 10.6 19.3 17.5 63.8 19.9 3.8 5.9 5.7 20.1 7.6 4.7 11.4

男 554 7.2 10.6 21.1 17.0 63.2 24.5 5.1 6.5 6.9 17.7 7.2 4.0 9.6

女 725 6.3 10.3 18.1 17.7 65.2 16.7 3.0 5.2 5.0 21.5 7.6 5.4 11.7

20歳代以下 97 8.2 6.2 11.3 18.6 70.1 20.6 2.1 5.2 5.2 16.5 5.2 4.1 2.1

30歳代 112 19.6 17.9 17.0 18.8 62.5 29.5 5.4 8.0 5.4 19.6 11.6 3.6 5.4

40歳代 184 8.2 15.8 23.4 15.8 68.5 17.4 3.3 8.2 6.0 20.1 9.8 6.5 6.0

50歳代 177 6.2 10.7 19.8 19.8 80.8 18.6 4.0 6.2 2.3 22.6 6.2 4.0 4.0

60歳代 258 5.4 9.7 30.2 22.9 65.5 20.9 4.7 5.8 6.2 24.4 8.1 5.4 7.0

70歳代以上 472 3.8 8.5 14.2 14.0 54.9 18.9 3.6 4.7 7.0 17.8 6.6 4.2 20.3

水口地域 530 6.8 10.2 17.5 12.1 64.2 20.6 4.2 7.4 8.3 18.9 6.8 4.0 11.7

土山地域 116 9.5 19.8 30.2 32.8 71.6 19.0 6.0 6.9 8.6 20.7 9.5 4.3 8.6

甲賀地域 178 5.1 11.8 22.5 21.9 57.3 8.4 3.9 2.8 0.6 27.5 9.6 7.9 12.9

甲南地域 305 4.3 6.6 17.7 11.8 61.0 16.7 2.0 4.6 2.3 14.8 6.9 3.9 10.8

信楽地域 170 11.2 12.4 18.2 30.0 71.8 37.6 4.7 6.5 7.6 25.9 8.2 5.3 7.6

３年未満 41 2.4 4.9 12.2 9.8 56.1 12.2 0.0 4.9 0.0 19.5 9.8 17.1 12.2

３年から10年未満 78 14.1 11.5 17.9 7.7 69.2 28.2 5.1 5.1 6.4 19.2 10.3 6.4 2.6

10年以上 1,163 6.4 10.7 19.8 18.4 64.4 19.9 3.8 5.9 5.8 20.4 7.3 4.1 11.2

道
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有
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鉄
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然
・
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防
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防
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福
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・
医
療

文
化
・
ス
ポ
ー

ツ

そ
の
他
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（３）現在の暮らしに幸せを感じるか 

問 12 あなたは現在の暮らしに幸せを感じますか。（○は１つ） 

現在の暮らしに幸せを感じるかは、「どちらかといえばそう感じる」（48.5％）が最も多

く、順に「どちらともいえない」（22.1％）、「そう感じる」（20.9％）、「どちらかとい

えばそう感じない」（4.5％）、「感じない」（2.9％）となっている。『感じる』（「そう

感じる」と「どちらかといえばそう感じる」の合計）の割合は 69.4％だった。 

平成 29 年度調査からの推移をみると、『感じる』の割合が令和２年度をピークにして、

徐々に減少している傾向がうかがえる。 

性別にみると、男性、女性ともに「どちらかといえばそう感じる」が最も多くなっている。

『感じる』の割合は、女性（72.4％）が 6.7 ポイント多い。 

年代別にみると、すべての年代で「どちらかといえばそう感じる」が最も多くなっている。

『感じる』の割合は、40 歳代（76.1％）で最も多く、60 歳代（62.0％）で最も少ない。 

40 歳代以下では、「そう感じる」と「どちらかといえばそう感じる」ともに、他の年代よ

り多くなっており、幸福感が高いと言える。 

居住地域別にみると、すべての地域で「どちらかといえばそう感じる」が最も多くなって

いる。『感じる』の割合は、水口地域（72.5％）で最も多く、信楽地域（61.8％）で最も少

ない。 

甲賀市の居住歴別にみると、すべての居住歴で「どちらかといえばそう感じる」が最も多

くなっている。『感じる』の割合は、３年未満（78.1％）で最も多く、年数が増えるほど少

なくなる傾向がうかがえる。 

■現在の暮らしに幸せを感じるか（単数回答） 経年比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

20.9

26.3

22.8

20.1

20.0

21.1

48.5

46.4

50.2

46.5

48.6

46.2

22.1

19.3

18.2

21.4

21.9

22.2

4.5

4.2

4.3

6.0

5.1

6.1

2.9

2.1

2.8

4.1

3.4

3.1

1.1

1.6

1.7

1.9

1.1

1.2

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

R4調査(N=1,310)

R3調査(N=1,288)

R2調査(N=1,247)

R1調査(N=1,184)

H30調査(N=1,127)

H29調査(N=1,241)

そう感じる どちらかといえばそう感じる
どちらともいえない どちらかといえばそう感じない
感じない 無回答
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■現在の暮らしに幸せを感じるか（単数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

20.9

19.1

22.6

23.7

24.1

25.0

20.3

15.5

21.4

22.3

19.0

20.2

20.3

20.6

29.3

28.2

20.1

48.5

46.6

49.8

50.5

51.8

51.1

46.3

46.5

47.9

50.2

45.7

46.6

51.5

41.2

48.8

46.2

48.7

22.1

23.8

21.2

20.6

18.8

18.5

24.3

28.3

20.8

20.2

25.0

24.2

22.3

24.1

14.6

19.2

22.6

4.5

5.4

3.7

4.1

3.6

2.2

5.6

5.4

4.7

4.2

4.3

5.1

2.6

8.2

2.4

5.1

4.5

2.9

3.6

2.1

1.0

1.8

2.7

3.4

3.1

3.2

2.5

4.3

2.2

2.6

4.1

4.9

1.3

2.9

1.1

1.4

0.6

0.5

1.2

2.1

0.8

1.7

1.7

0.7

1.8

1.2

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体(N=1,310)

男(N=554)

⼥(N=725)

20歳代以下(N=97)

30歳代(N=112)

40歳代(N=184)

50歳代(N=177)

60歳代(N=258)

70歳代以上(N=472)

⽔⼝地域(N=530)

⼟⼭地域(N=116)

甲賀地域(N=178)

甲南地域(N=305)

信楽地域(N=170)

３年未満(N=41)

３年から10年未満(N=78)

10年以上(N=1,163)

そう感じる どちらかといえばそう感じる
どちらともいえない どちらかといえばそう感じない
感じない 無回答
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（４）幸せを感じること 

問 12 で「１・２」のいずれかに回答された方におたずねします。 

問 13 あなたはどのようなことに幸せを感じますか。（○はいくつでも） 

幸せを感じることは、「家族関係」（53.7％）が最も多く、次いで「健康」（52.0％）、

「自由な時間、充実した余暇」（47.7％）となっている。 

平成 29 年度調査からの推移をみると、「地域コミュニティ、ご近所との関係」はピークの

令和３年度から 2.0 ポイント減少したものの、２割台を維持している。「収入（お金）」と

「就業状況（仕事の有無・安定）」、「健康」、「社会貢献」、「家族関係」、「職場や学

校等の人間関係」は令和２年度をピークにして徐々に減少している。 

性別にみると、男性、女性ともに「家族関係」が最も多くなっている。 

年代別にみると、30～40 歳代では「家族関係」が、50 歳代以上では「健康」が最も多くな

っている。 

20 歳代以下では「自由な時間、充実した余暇」（59.7％）と「友人関係」（45.8％）が、

30～40 歳代では「家族関係」と「職場や学校等の人間関係」が、40～50 歳代では「就業状況

（仕事の有無・安定）」が、60 歳以上では「地域コミュニティ、ご近所との関係」が全体に

比べて多くなっている。 

居住地域別にみると、土山地域と甲賀地域では「健康」が、信楽地域では「自由な時間、

充実した余暇」（53.3％）が、水口地域と甲南地域では「家族関係」が最も多くなっている。 

甲賀市の居住歴別にみると、10 年以上では「健康」（53.1％）が、10 年未満では「家族関

係」が最も多くなっている。３年未満では「自由な時間、充実した余暇」（34.4％）と「地

域コミュニティ、ご近所との関係」（9.4％）が全体に比べて少なくなっている。 

■幸せを感じること（複数回答） 経年比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
R4調査 909 17.8 19.1 52.0 47.7 6.6 53.7 27.7 12.1 21.3 2.0 1.1

R3調査 937 19.9 24.1 57.5 44.0 7.7 55.9 27.2 14.6 23.3 2.2 1.2

R2調査 910 25.7 24.8 68.0 48.1 10.1 64.1 36.9 17.8 15.6 1.9 0.5

R1調査 789 13.1 16.1 54.1 42.1 9.1 58.8 30.3 12.4 12.5 2.2 0.9

H30調査 773 14.6 14.7 55.0 38.0 7.5 59.4 31.0 10.9 11.9 2.1 1.0

H29調査 835 13.7 14.9 57.7 36.2 6.6 56.6 31.7 9.1 11.3 1.8 1.4
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■幸せを感じること（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※表内の濃い網掛け部分は、全体を 10 ポイント以上上回るものを示す。 

表内の薄い網掛け部分は、全体を 10 ポイント以上下回るものを示す。 

 

  

全体 909 17.8 19.1 52.0 47.7 6.6 53.7 27.7 12.1 21.3 2.0 1.1

男 364 17.3 23.4 50.3 45.9 9.3 50.8 20.9 9.3 22.3 1.4 1.1

女 525 18.5 17.0 53.9 49.3 4.6 56.2 32.8 14.5 20.8 2.1 1.0

20歳代以下 72 18.1 20.8 52.8 59.7 5.6 45.8 45.8 16.7 5.6 2.8 2.8

30歳代 85 21.2 21.2 38.8 45.9 7.1 72.9 30.6 17.6 16.5 1.2 0.0

40歳代 140 20.7 30.0 45.0 43.6 4.3 71.4 28.6 25.7 14.3 0.7 0.0

50歳代 118 24.6 33.9 59.3 44.9 2.5 59.3 22.9 15.3 13.6 2.5 0.8

60歳代 160 16.3 26.3 56.3 48.8 13.8 46.9 22.5 14.4 24.4 3.8 0.6

70歳代以上 327 14.4 5.2 53.8 48.3 5.8 44.0 27.2 1.8 30.9 1.2 1.8

水口地域 384 20.1 21.4 51.0 49.7 6.3 56.3 28.6 15.1 19.8 1.3 0.8

土山地域 75 22.7 20.0 60.0 48.0 12.0 49.3 30.7 8.0 26.7 0.0 0.0

甲賀地域 119 15.1 13.4 58.8 38.7 7.6 53.8 23.5 12.6 26.1 2.5 3.4

甲南地域 219 17.4 21.0 50.2 47.0 4.6 52.1 25.6 10.0 18.7 1.8 0.9

信楽地域 105 11.4 14.3 45.7 53.3 7.6 51.4 31.4 8.6 24.8 4.8 1.0

３年未満 32 12.5 12.5 43.8 34.4 12.5 62.5 25.0 9.4 9.4 0.0 0.0

３年から10年未満 58 20.7 24.1 48.3 44.8 3.4 69.0 29.3 17.2 19.0 3.4 0.0

10年以上 800 18.1 19.4 53.1 48.6 6.8 52.6 28.0 12.0 22.0 1.8 1.3

職
場
や
学
校
等
の
人
間
関
係

地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ

ィ

、
ご
近
所
と

の
関
係

そ
の
他

無
回
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N

(

有
効
回
答
者
数

)

収
入

（
お
金

）

就
業
状
況

（
仕
事
の
有
無
・
安

定

）

健
康

自
由
な
時
間

、
充
実
し
た
余
暇

社
会
貢
献

家
族
関
係

友
人
関
係
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（５）甲賀市への愛着 

問 14 あなたは甲賀市に愛着をお持ちですか。（○は１つ） 

甲賀市への愛着は、「まあまあ愛着がある」（56.3％）が最も多く、順に「愛着がある」

（26.4％）、「あまり愛着がない」（12.4％）、「愛着がない」（3.6％）となっている。 

 『愛着あり』（「愛着がある」と「まあまあ愛着がある」の合計）の割合は 82.7％だった。 

平成 29 年度調査からの推移をみると、『愛着あり』の割合に大きな差はないが、「愛着が

ある」が減少し、「まあまあ愛着がある」が増加している。 

性別にみると、男性、女性ともに「まあまあ愛着がある」が最も多くなっている。『愛着

あり』の割合は、男性（85.2％）が 4.1 ポイント多い。 

年代別にみると、すべての年代で「まあまあ愛着がある」が最も多くなっている。『愛着あ

り』の割合は、70歳代以上（86.2％）で最も多く、30歳代（78.6％）で最も少ない。 

60 歳代以下では、『愛着あり』が 80％前後とほぼ一定の割合であるが、「愛着がない」は

30 歳代（9.8％）が最も多くなっている。 

居住地域別にみると、すべての地域で「まあまあ愛着がある」が最も多くなっている。『愛

着あり』の割合は、土山地域（86.2％）で最も多く、水口地域（80.5％）で最も少ない。 

甲賀市の居住歴別にみると、すべての居住歴で「まあまあ愛着がある」が最も多くなって

いる。『愛着あり』の割合は、10 年以上（85.0％）で最も多く、３年から 10 年未満（64.1％）

で最も少ない。 

定住意向別にみると、住みつづけたい回答者とどちらともいえない回答者では「まあまあ

愛着がある」が、住みつづけたいとは思わない回答者では「あまり愛着がない」（37.5％）

が最も多くなっている。『愛着あり』の割合は、住みつづけたい（97.3％）が最も多く、順

に、どちらともいえない（67.3％）、住みつづけたいとは思わない（37.5％）だった。 

■甲賀市への愛着（単数回答） 経年比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

26.4

31.8

38.7

37.8

36.3

39.0

56.3

50.9

45.8

45.6

47.5

45.7

12.4

12.0

11.7

12.7

11.5

10.8

3.6

3.3

2.3

3.1

3.9

3.1

1.3

1.9

1.5

0.8

0.8

1.4

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

R4調査(N=1,310)

R3調査(N=1,288)

R2調査(N=1,247)

R1調査(N=1,184)

H30調査(N=1,127)

H29調査(N=1,241)

愛着がある まあまあ愛着がある あまり愛着がない 愛着がない 無回答
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■甲賀市への愛着（単数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

■甲賀市への愛着（単数回答） 定住意向別 

 

 

 

 

 

  

39.5

12.5

6.2

57.8

25.0

61.1

1.4

37.5

27.0

0.8

23.9

4.6

0.5

1.1

1.2

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

住みつづけたい(N=774)

住みつづけたいとは思わない(N=88)

どちらともいえない(N=434)

愛着がある まあまあ愛着がある あまり愛着がない 愛着がない 無回答

26.4

27.6

26.1

24.7

25.0

25.0

20.9

22.9

32.2

25.8

26.7

32.6

23.9

27.6

9.8

12.8

28.4

56.3

57.6

55.0

55.7

53.6

56.5

61.6

57.0

54.0

54.7

59.5

50.6

60.7

55.9

63.4

51.3

56.6

12.4

10.1

14.1

13.4

10.7

14.1

15.8

15.5

9.1

13.6

8.6

10.7

12.5

12.9

17.1

26.9

11.2

3.6

4.2

2.9

6.2

9.8

3.8

1.7

3.9

1.9

4.2

4.3

4.5

2.3

2.4

9.8

7.7

2.8

1.3

0.5

1.9

0.9

0.5

0.8

2.8

1.7

0.9

1.7

0.7

1.2

1.3

1.0

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体(N=1,310)

男(N=554)

⼥(N=725)

20歳代以下(N=97)

30歳代(N=112)

40歳代(N=184)

50歳代(N=177)

60歳代(N=258)

70歳代以上(N=472)

⽔⼝地域(N=530)

⼟⼭地域(N=116)

甲賀地域(N=178)

甲南地域(N=305)

信楽地域(N=170)

３年未満(N=41)

３年から10年未満(N=78)

10年以上(N=1,163)

愛着がある まあまあ愛着がある あまり愛着がない 愛着がない 無回答
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（６）甲賀市の魅力を市外の人に自慢できるか 

問 15 あなたは甲賀市の魅力を市外の人に自慢できますか。（○は１つ） 

甲賀市の魅力を市外の人に自慢できるかは、「まあまあ自慢できる」（50.7％）が最も多

く、順に「あまり自慢できない」（31.6％）、「自慢できる」（8.3％）、「自慢できない」

（7.3％）となっている。『自慢できる』（「自慢できる」と「まあまあ自慢できる」の合計）

の割合は 59.0％だった。 

平成 29 年度調査からの推移をみると、『自慢できる』の割合に大きな差はないが、「自慢

できる」がやや減少している傾向がうかがえる。 

性別にみると、男性、女性ともに「まあまあ自慢できる」が最も多くなっている。『自慢

できる』の割合は、女性（60.0％）が 1.7 ポイント多い。 

年代別にみると、すべての年代で「まあまあ自慢できる」が最も多くなっている。『自慢で

きる』の割合は、20歳代以下（65.0％）で最も多く、40歳代（53.2％）で最も少ないが、40 歳

代の「自慢できる」割合は 10.3％と、20 歳代以下よりも 4.1 ポイントも多い。 

居住地域別にみると、すべての地域で「まあまあ自慢できる」が最も多くなっている。『自

慢できる』の割合は、甲南地域（62.0％）で最も多く、土山地域（52.6％）で最も少ない。 

甲賀市の居住歴別にみると、すべての居住歴で「まあまあ自慢できる」が最も多くなって

いる。『自慢できる』の割合は、３年未満（63.4％）で最も多く、３年から 10 年未満（50.0％）

で最も少ない。 

■甲賀市の魅力を市外の人に自慢できるか（単数回答） 経年比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

8.3

12.0

13.2

12.0

13.3

13.0

50.7

50.9

50.8

46.8

47.3

46.3

31.6

27.7

28.9

32.3

30.8

31.5

7.3

6.0

5.2

7.7

7.2

7.6

2.1

3.4

2.0

1.2

1.4

1.6

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

R4調査(N=1,310)

R3調査(N=1,288)

R2調査(N=1,247)

R1調査(N=1,184)

H30調査(N=1,127)

H29調査(N=1,241)

⾃慢できる まあまあ⾃慢できる あまり⾃慢できない
⾃慢できない 無回答



 第３章 調査結果  

- 19 - 

 

■甲賀市の魅力を市外の人に自慢できるか（単数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

8.3

9.7

7.2

6.2

5.4

10.3

6.2

7.0

10.4

8.5

6.0

9.6

7.2

10.6

4.9

6.4

8.7

50.7

48.6

52.8

58.8

52.7

42.9

56.5

49.6

50.6

50.4

46.6

51.1

54.8

48.2

58.5

43.6

51.2

31.6

32.3

30.8

25.8

30.4

35.9

29.4

33.7

30.5

30.9

37.1

29.2

31.1

31.8

36.6

42.3

30.7

7.3

8.5

6.2

8.2

10.7

9.2

7.3

7.0

5.5

7.5

8.6

8.4

5.2

7.6

6.4

7.2

2.1

0.9

3.0

1.0

0.9

1.6

0.6

2.7

3.0

2.6

1.7

1.7

1.6

1.8

1.3

2.1

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体(N=1,310)

男(N=554)

⼥(N=725)

20歳代以下(N=97)

30歳代(N=112)

40歳代(N=184)

50歳代(N=177)

60歳代(N=258)

70歳代以上(N=472)

⽔⼝地域(N=530)

⼟⼭地域(N=116)

甲賀地域(N=178)

甲南地域(N=305)

信楽地域(N=170)

３年未満(N=41)

３年から10年未満(N=78)

10年以上(N=1,163)

⾃慢できる まあまあ⾃慢できる あまり⾃慢できない ⾃慢できない 無回答
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（７）甲賀市への定住意向 

問 16 あなたはこれからも甲賀市に住みつづけたいと思いますか。（○は１つ） 

甲賀市への定住意向は、「住みつづけたい」（59.1％）が最も多く、順に「どちらともい

えない」（33.1％）、「住みつづけたいとは思わない」（6.7％）となっている。 

平成 29 年度調査からの推移をみると、令和３年度調査に比べて「住みつづけたい」が 5.8

ポイント減少した。 

性別にみると、男性、女性ともに「住みつづけたい」が最も多くなっており、男性（63.9％）

が 8.3 ポイント多い。 

年代別にみると、すべての年代で「住みつづけたい」が最も多くなっており、70 歳代以上

（69.5％）が最も多く、年代が下がるとともに少なくなる傾向がうかがえ、20歳代以下（40.2％）

は最も少ない。一方、20 歳代以下の「住みつづけたいとは思わない」割合は、令和３年度調

査（16.0％）に比べて 10.3％と 5.7 ポイント減少した。 

居住地域別にみると、すべての地域で「住みつづけたい」が最も多くなっており、土山地

域（61.2％）が最も多く、信楽地域（53.5％）が最も少ない。 

甲賀市の居住歴別にみると、「住みつづけたい」では 10 年以上（60.5％）で最も多く、３

年から 10 年未満（42.3％）で最も少ない。３年未満の「住みつづけたい」の割合が、令和３

年度調査（61.3％）に比べて 7.6 ポイント減少した。 

■甲賀市への定住意向（単数回答） 経年比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

59.1

64.9

66.6

63.2

63.7

63.6

6.7

5.7

7.1

7.2

6.0

5.4

33.1

28.0

25.6

28.6

29.6

30.0

1.1

1.4

0.8

1.0

0.6

1.0

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

R4調査(N=1,310)

R3調査(N=1,288)

R2調査(N=1,247)

R1調査(N=1,184)

H30調査(N=1,127)

H29調査(N=1,241)

住みつづけたい 住みつづけたいとは思わない
どちらともいえない 無回答
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■甲賀市への定住意向（単数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

59.1

63.9

55.6

40.2

54.5

54.3

53.1

56.2

69.5

59.6

61.2

60.7

59.3

53.5

53.7

42.3

60.5

6.7

6.3

7.0

10.3

8.0

11.4

4.0

7.4

4.7

6.6

10.3

9.0

4.9

5.9

12.2

10.3

6.2

33.1

28.7

36.4

49.5

36.6

33.2

42.9

35.3

24.2

31.9

27.6

29.2

35.7

40.0

34.1

46.2

32.2

1.1

1.1

1.0

0.9

1.1

1.2

1.7

1.9

0.9

1.1

0.6

1.3

1.0

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体(N=1,310)

男(N=554)

⼥(N=725)

20歳代以下(N=97)

30歳代(N=112)

40歳代(N=184)

50歳代(N=177)

60歳代(N=258)

70歳代以上(N=472)

⽔⼝地域(N=530)

⼟⼭地域(N=116)

甲賀地域(N=178)

甲南地域(N=305)

信楽地域(N=170)

３年未満(N=41)

３年から10年未満(N=78)

10年以上(N=1,163)

住みつづけたい 住みつづけたいとは思わない どちらともいえない 無回答
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（８）市政への関心 

問 17 あなたは、市政（市役所のしていること）に関心をお持ちですか。（○は１つ） 

市政への関心は、「まあまあ関心がある」（44.5％）が最も多く、順に「あまり関心がな

い」（28.5％）、「関心がある」（18.2％）、「関心がない」（8.1％）となっている。『関

心あり』（「関心がある」と「まあまあ関心がある」の合計）の割合は 62.7％だった。 

平成 29 年度調査からの推移をみると、『関心あり』の割合が徐々に増加している傾向がう

かがえる。 

性別にみると、男性、女性ともに「まあまあ関心がある」が最も多くなっている。『関心

あり』の割合は、男性（63.0％）が 0.5 ポイント多い。 

年代別にみると、20歳代以下では「あまり関心がない」（36.1％）が、30 歳代以上では「ま

あまあ関心がある」が最も多くなっている。『関心あり』の割合は、70歳代以上（71.6％）で

最も多く、年代が下がるとともに少なくなる傾向がうかがえ、20歳代以下（39.2％）では最も

少ない。 

居住地域別にみると、すべての地域で「まあまあ関心がある」が最も多くなっている。『関

心あり』の割合は、甲賀地域（64.6％）で最も多く、甲南地域（58.7％）で最も少ない。 

甲賀市の居住歴別にみると、３年未満と 10 年以上では「まあまあ関心がある」が、３年か

ら 10 年未満では「あまり関心がない」（38.5％）が最も多くなっている。『関心あり』の割

合は、10 年以上（63.9％）で最も多く、３年から 10 年未満（50.0％）で最も少ない。 

■市政への関心（単数回答） 経年比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

18.2

17.7

15.7

15.6

16.5

17.2

44.5

44.2

43.7

42.7

42.6

43.1

28.5

28.8

31.8

30.4

31.6

30.0

8.1

7.3

6.9

7.7

8.2

7.4

0.8

2.0

1.9

3.6

1.2

2.3

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

R4調査(N=1,310)

R3調査(N=1,288)

R2調査(N=1,247)

R1調査(N=1,184)

H30調査(N=1,127)

H29調査(N=1,241)

関⼼がある まあまあ関⼼がある あまり関⼼がない 関⼼がない 無回答
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■市政への関心（単数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

18.2

21.8

14.9

13.4

16.1

14.7

13.6

17.8

22.7

18.7

20.7

18.5

14.4

20.6

17.1

14.1

18.4

44.5

41.2

47.6

25.8

37.5

42.9

48.6

45.3

48.9

45.8

40.5

46.1

44.3

42.4

39.0

35.9

45.5

28.5

27.3

29.8

36.1

33.0

30.4

31.6

31.4

22.2

25.8

32.8

26.4

32.5

28.8

31.7

38.5

27.9

8.1

9.2

6.8

24.7

12.5

10.9

5.6

5.0

5.1

8.5

6.0

7.3

8.5

8.2

12.2

11.5

7.5

0.8

0.5

1.0

0.9

1.1

0.6

0.4

1.1

1.1

1.7

0.3

0.7

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体(N=1,310)

男(N=554)

⼥(N=725)

20歳代以下(N=97)

30歳代(N=112)

40歳代(N=184)

50歳代(N=177)

60歳代(N=258)

70歳代以上(N=472)

⽔⼝地域(N=530)

⼟⼭地域(N=116)

甲賀地域(N=178)

甲南地域(N=305)

信楽地域(N=170)

３年未満(N=41)

３年から10年未満(N=78)

10年以上(N=1,163)

関⼼がある まあまあ関⼼がある あまり関⼼がない 関⼼がない 無回答
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２．環境保全について  

（１）環境に対する取り組み等への関心 

問 18 環境や環境に対する取り組みについて関心はありますか。（○は１つ） 

環境や環境に対する取り組みへの関心については、「ある」（53.9％）が最も多く、順に

「あまりない」（18.3％）、「大いにある」（13.4％）、「まったくない」（2.4％）となっ

ている。『ある』（「大いにある」と「ある」の合計）の割合は 67.3％、『ない』（「あま

りない」と「まったくない」の合計）の割合は 20.7％だった。なお、「わからない」は 9.9％

だった。 

性別にみると、男性、女性ともに「ある」が最も多くなっている。『ある』と『ない』の

割合は、いずれも男性が多い。「わからない」は、女性（11.4％）が 3.6 ポイント多い。 

年代別にみると、20 歳代以下では「あまりない」（36.1％）が、その他の年代では「ある」

が最も多くなっている。『ある』の割合は、年代が上がるとともに多くなる傾向がうかがえ、

50 歳代以上では、70％台の高い結果となった。 

居住地域別にみると、すべての地域で「ある」が最も多くなっている。『ある』の割合は、

土山地域（70.7％）で最も多く、信楽地域（62.3％）で最も少ない。『ない』の割合は、土

山地域（24.1％）で最も多く、甲賀地域と甲南地域（ともに 19.1％）で最も少ない。土山地

域では、『ある』『ない』とも最も多い結果となった。「わからない」は、信楽地域（14.7％）

と甲賀地域（11.8％）が全体に比べてやや多くなっている。 

甲賀市の居住歴別にみると、すべての居住歴で「ある」が最も多くなっている。『ある』

の割合は、10 年以上（68.3％）で最も多く、３年から 10 年未満（57.7％）で最も少ない。 

 『ない』の割合は、３年未満（24.4％）で最も多く、10 年以上（20.3％）で最も少ない。 

 10 年未満では、「わからない」の割合が全体に比べて多くなっており、環境や環境に対す

る取り組みについてはイメージしにくいと考えられる。  
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■環境に対する取り組み等への関心（単数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

13.4

15.9

12.0

11.3

11.6

14.1

13.6

13.2

14.4

16.0

12.1

13.5

9.8

13.5

17.1

12.8

13.5

53.9

53.4

54.1

34.0

43.8

53.8

57.1

58.9

56.4

51.5

58.6

51.7

60.3

48.8

46.3

44.9

54.8

18.3

18.8

18.2

36.1

31.3

19.0

20.3

15.5

11.9

17.4

20.7

17.4

18.4

19.4

24.4

17.9

18.2

2.4

2.7

1.9

7.2

5.4

3.3

1.2

2.1

3.8

3.4

1.7

0.7

1.8

5.1

2.1

9.9

7.8

11.4

11.3

7.1

8.7

9.0

8.1

12.1

9.1

4.3

11.8

9.8

14.7

12.2

17.9

9.3

2.0

1.4

2.3

0.9

1.1

3.1

3.2

2.3

0.9

3.9

1.0

1.8

1.3

2.1

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体(N=1,310)

男(N=554)

⼥(N=725)

20歳代以下(N=97)

30歳代(N=112)

40歳代(N=184)

50歳代(N=177)

60歳代(N=258)

70歳代以上(N=472)

⽔⼝地域(N=530)

⼟⼭地域(N=116)

甲賀地域(N=178)

甲南地域(N=305)

信楽地域(N=170)

３年未満(N=41)

３年から10年未満(N=78)

10年以上(N=1,163)

⼤いにある ある あまりない まったくない わからない 無回答
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（２）環境を良くするために重要と思うこと 

問 19 環境を良くするために重要と思うことは何ですか。（○は優先と考えられるものを３

つまで） 

環境を良くするために重要と思うことは、「地球温暖化対策」（45.1％）が最も多く、次

いで「ごみの減量やリサイクル」（43.2％）、「森林、河川などの環境保全」（34.9％）、

「公共交通機関の利用促進」（26.3％）、「再生可能エネルギーの導入」（25.4％）、「環

境意識の向上」（19.7％）、「省エネルギー対策」（18.7％）となっている。 

性別にみると、男性、女性ともに全体とほぼ同様な割合となっている。 

年代別にみると、20 歳代以下（45.4％）と 50～60 歳代は「地球温暖化対策」が、40 歳代

以下と 70 歳代以上では「ごみの減量やリサイクル」が最も多くなっている。 

 20 歳代以下では「野生動植物の保護」（21.6％）が、30 歳代では「再生可能エネルギーの

導入」（37.5％）と「省エネルギー対策」（33.0％）が全体に比べて多い。また、30 歳代以

下では「公共交通機関の利用促進」が全体に比べて少ない。 

居住地域別にみると、水口地域と土山地域、甲賀地域では「地球温暖化対策」が、甲南地

域では「ごみの減量やリサイクル」（46.2％）が、信楽地域では「森林、河川などの環境保

全」（44.1％）が最も多くなっている。 

 「公共交通機関の利用促進」では土山地域（34.5％）が最も多く、水口地域（22.3％）が

最も少ない。これは地域環境や特性が反映された結果であると思われる。 

甲賀市の居住歴別にみると、３年未満では「ごみの減量やリサイクル」（51.2％）が、３

年以上では「地球温暖化対策」が最も多くなっている。 

 ３年未満では「再生可能エネルギーの導入」（39.0％）と「省エネルギー対策」（31.7％）

が全体に比べて多く、「公共交通機関の利用促進」（9.8％）が全体に比べて少ない。 

 ３年から 10 年未満では「森林、河川などの環境保全」（21.8％）で全体に比べて少ない。 

 

  



 第３章 調査結果  

- 27 - 

 

■環境を良くするために重要と思うこと（３つ以内で複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※表内の濃い網掛け部分は、全体を 10 ポイント以上上回るものを示す。 

表内の薄い網掛け部分は、全体を 10 ポイント以上下回るものを示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

全体 1,310 45.1 25.4 18.7 7.9 43.2 10.6 34.9 7.6 7.0 26.3 19.7 1.8 2.2 2.7

男 554 41.2 26.7 19.9 6.5 41.0 8.5 39.7 7.9 8.3 26.0 21.1 2.5 1.8 2.3

女 725 47.7 24.6 17.7 9.2 45.8 11.9 31.4 7.4 5.8 26.5 18.8 1.0 2.3 3.0

20歳代以下 97 45.4 25.8 17.5 13.4 45.4 21.6 32.0 7.2 13.4 14.4 17.5 0.0 2.1 3.1

30歳代 112 42.0 37.5 33.0 8.9 46.4 7.1 28.6 9.8 10.7 12.5 23.2 2.7 2.7 0.9

40歳代 184 41.8 36.4 25.5 4.3 46.7 10.9 33.2 8.2 7.1 20.1 16.8 1.6 3.8 1.1

50歳代 177 53.1 31.6 15.3 5.1 45.2 11.3 33.9 11.9 8.5 20.9 18.1 1.7 0.6 0.6

60歳代 258 49.6 25.6 16.7 8.1 38.4 7.0 38.0 7.0 5.8 26.7 24.8 3.1 1.9 0.8

70歳代以上 472 41.3 16.1 15.3 8.9 43.0 10.8 36.7 5.7 4.9 36.0 18.4 1.3 2.1 5.5

水口地域 530 49.4 27.5 19.6 9.1 46.4 7.9 29.1 9.2 9.2 22.3 17.9 1.3 3.0 2.3

土山地域 116 44.8 18.1 18.1 11.2 37.1 8.6 42.2 4.3 4.3 34.5 22.4 1.7 1.7 4.3

甲賀地域 178 42.7 24.7 15.7 6.2 38.8 19.1 38.2 7.3 3.9 24.2 21.9 2.8 2.2 3.9

甲南地域 305 43.9 26.2 19.3 6.2 46.2 8.9 35.7 5.9 7.2 28.9 21.6 1.6 1.0 2.0

信楽地域 170 35.9 24.7 18.2 7.1 37.6 14.7 44.1 7.6 4.7 30.6 17.6 2.4 1.8 2.9

３年未満 41 36.6 39.0 31.7 7.3 51.2 2.4 26.8 17.1 7.3 9.8 19.5 4.9 2.4 0.0

３年から10年未満 78 44.9 30.8 16.7 9.0 39.7 10.3 21.8 10.3 10.3 20.5 24.4 1.3 1.3 5.1

10年以上 1,163 45.6 25.0 18.5 7.9 43.4 10.9 36.1 7.1 6.8 27.3 19.3 1.6 2.1 2.6

無
回
答

大
気

、
土
壌
の
公
害
対
策

騒
音

、
振
動
な
ど
の
公
害
対
策

公
共
交
通
機
関
の
利
用
促
進

環
境
意
識
の
向
上

そ
の
他

特
に
な
い

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
導
入

省
エ
ネ
ル
ギ
ー

対
策

環
境
配
慮
商
品
の
普
及

ご
み
の
減
量
や
リ
サ
イ
ク
ル

野
生
動
植
物
の
保
護

森
林

、
河
川
な
ど
の
環
境
保
全

N

(

有
効
回
答
者
数

)

地
球
温
暖
化
対
策
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（３）「クールチョイス」の認知度 

問 20 市では誰もがよりよい環境を意識した行動ができるまちをめざすため、クールチョイ

スを進めています。あなたは、クールチョイスという取り組みをご存じですか。 

（○は１つ）  ※クールチョイスとは、CO2 などの温室効果ガスの排出量削減のために、 

         脱炭素社会づくりに貢献する「製品への買い替え」、「サービスの利 

         用」、「ライフスタイルの選択」など、日々の生活の中で、あらゆる 

         賢い選択をしていこうとする取り組みです。 

クールチョイスの認知度は、「聞いたことがない（今回初めて知った）」（66.9％）が最

も多く、順に「名前だけ知っている」（15.3％）、「少し知っている」（14.9％）、「詳し

く知っている」（1.5％）となっている。『知っている』（「詳しく知っている」と「少し知

っている」、「名前だけ知っている」の合計）の割合は 31.7％だった。 

性別にみると、男性、女性とも、全体とほぼ同様な割合となっている。 

年代別にみると、すべての年代で「聞いたことがない（今回初めて知った）」が最も多く

なっている。『知っている』の割合は、70 歳代以上（44.1％）が最も多く、20 歳代以下（25.8％）

を除いて年代が下がるに従って認知度が低くなっている。 

居住地域別にみると、すべての地域で「聞いたことがない（今回初めて知った）」が最も

多くなっている。『知っている』の割合は、土山地域（36.2％）が最も多く、甲賀地域（28.7％）

が最も少ない。 

甲賀市の居住歴別にみると、すべての地域で「聞いたことがない（今回初めて知った）」

が最も多くなっている。『知っている』の割合は、10 年以上（32.3％）が最も多く、３年か

ら 10 年未満（19.3％）で最も少ない。 

クールチョイスの認知度を高める啓発が必要である。  
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■「クールチョイス」の認知度（単数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

1.5

2.3

0.7

2.1

1.8

1.1

0.6

0.8

2.1

2.1

0.9

1.7

1.0

0.6

2.6

1.5

14.9

15.7

14.1

9.3

5.4

12.5

13.6

13.2

20.6

12.3

19.8

14.6

16.7

16.5

7.3

9.0

15.4

15.3

13.2

17.0

14.4

11.6

8.2

9.0

15.1

21.4

16.4

15.5

12.4

16.4

12.4

22.0

7.7

15.4

66.9

67.7

66.6

74.2

80.4

77.2

75.1

69.4

53.8

67.4

62.9

69.7

64.6

69.4

70.7

78.2

66.3

1.5

1.1

1.7

0.9

1.1

1.7

1.6

2.1

1.9

0.9

1.7

1.3

1.2

2.6

1.5

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体(N=1,310)

男(N=554)

⼥(N=725)

20歳代以下(N=97)

30歳代(N=112)

40歳代(N=184)

50歳代(N=177)

60歳代(N=258)

70歳代以上(N=472)

⽔⼝地域(N=530)

⼟⼭地域(N=116)

甲賀地域(N=178)

甲南地域(N=305)

信楽地域(N=170)

３年未満(N=41)

３年から10年未満(N=78)

10年以上(N=1,163)

詳しく知っている 少し知っている
名前だけ知っている 聞いたことがない（今回初めて知った）
無回答
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（４）生活の中で実践していること 

問 21 あなたが生活の中で実践していることはありますか。（○は優先と考えるものを３つ

まで） 

環境を良くするために生活の中で実践していることは、「マイバックの使用などによるご

みの削減・分別」（70.7％）が最も多く、次いで「節水や節電」（61.3％）、「食品ロスの

削減や地元食材の利用」（42.4％）となっており、日常生活で身近に取り組める項目の割合

が多くなっている。一方、購入費用が大きい「太陽光発電などの再エネ設備や省エネ設備の

導入」や「電気自動車やハイブリッド自動車への乗り換え」については 12％台と低い割合と

なった。 

性別にみると、特に「マイバックの使用などによるごみの削減・分別」と「節水や節電」、

「食品ロスの削減や地元食材の利用」については女性が、「省エネ家電の購入」と「電気自

動車やハイブリッド自動車への乗り換え」、「ＣＯ2 の排出が少ない製品の選択」については

男性がそれぞれ多くなっている。 

年代別にみると、20 歳代以下では「公共交通機関の利用」（17.5％）が全体と比べて突出

して多く、「食品ロスの削減や地元食材の利用」（32.0％）と「省エネ家電の購入」（12.4％）、

および 30 歳代の「節水や節電」（46.4％）が全体と比べて少ない。 

居住地域別にみると、特に水口地域では「太陽光発電などの再エネ設備や省エネ設備の導

入」（14.0％）が全体より多く、信楽地域では「省エネ家電の購入」（17.6％）と「電気自

動車やハイブリッド自動車への乗り換え」（7.1％）が、甲賀地域では「食品ロスの削減や地

元食材の利用」（37.6％）が、土山地域と信楽地域では「公共交通機関の利用」が全体より

少ない。 

甲賀市の居住歴別にみると、特に３年未満では「電気自動車やハイブリッド自動車への乗

り換え」（22.0％）と「ＣＯ2 の排出が少ない製品の選択」（9.8％）、「節水や節電」（65.9％）

が、３年から 10 年未満では「マイバックの使用などによるごみの削減・分別」（80.8％）が、

10 年以上では「公共交通機関の利用」（7.1％）と「省エネ家電の購入」（25.7％）がそれぞ

れ全体より多くなっている。  
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■生活の中で実践していること（３つ以内で複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※表内の濃い網掛け部分は、全体を 10 ポイント以上上回るものを示す。 

表内の薄い網掛け部分は、全体を 10 ポイント以上下回るものを示す。 

 

 

  

全体 1,310 5.6 61.3 25.5 12.6 12.1 6.9 42.4 70.7 1.8 2.8

男 554 7.0 59.4 28.0 12.8 16.8 6.1 34.7 63.7 2.3 2.9

女 725 4.7 62.5 23.7 11.7 9.0 7.0 48.6 76.4 1.4 2.9

20歳代以下 97 7.2 52.6 12.4 13.4 9.3 17.5 32.0 67.0 0.0 2.1

30歳代 112 2.7 46.4 25.0 19.6 12.5 4.5 34.8 77.7 0.0 3.6

40歳代 184 6.5 58.2 29.9 20.7 12.5 4.9 40.2 69.6 2.7 1.6

50歳代 177 4.5 57.6 26.6 14.7 17.5 4.5 41.8 71.8 0.6 1.1

60歳代 258 4.3 63.6 30.2 8.9 13.6 5.0 39.5 74.8 3.5 1.9

70歳代以上 472 7.0 68.4 23.5 8.3 10.0 8.1 48.7 67.8 1.7 4.4

水口地域 530 4.5 59.1 26.4 14.0 14.2 7.4 42.1 72.1 1.5 2.5

土山地域 116 6.0 61.2 27.6 10.3 14.7 4.3 46.6 68.1 0.9 3.4

甲賀地域 178 7.9 66.3 21.9 10.1 11.8 7.9 37.6 64.6 2.8 4.5

甲南地域 305 6.2 63.0 29.2 12.5 10.8 7.5 44.3 73.8 0.7 1.6

信楽地域 170 5.3 61.2 17.6 11.8 7.1 5.3 42.4 69.4 4.1 4.1

３年未満 41 9.8 65.9 24.4 7.3 22.0 4.9 43.9 70.7 0.0 2.4

３年から10年未満 78 1.3 59.0 21.8 15.4 7.7 3.8 35.9 80.8 1.3 2.6

10年以上 1,163 5.5 61.7 25.7 12.3 12.1 7.1 43.0 70.4 1.9 2.8

マ
イ
バ

ッ
ク
の
使
用
な
ど
に
よ
る

ご
み
の
削
減
・
分
別

そ
の
他

無
回
答

節
水
や
節
電

省
エ
ネ
家
電
の
購
入

 

太
陽
光
発
電
な
ど
の
再
エ
ネ
設
備

や
省
エ
ネ
設
備
の
導
入

電
気
自
動
車
や
ハ
イ
ブ
リ

ッ
ド
自

動
車
へ
の
乗
り
換
え

公
共
交
通
機
関
の
利
用

食
品
ロ
ス
の
削
減
や
地
元
食
材
の

利
用

N

(

有
効
回
答
者
数

)

Ｃ
Ｏ
２
の
排
出
が
少
な
い
製
品
の

選
択
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（５）環境に対する取り組みを進めるための生活の許容範囲 

問 22 環境に対する取り組みを進めるために、ご自身の生活についてどの程度許容できます

か。（○は１つ） 

環境に対する取り組みを進めるための生活の許容範囲は、「現在のライフスタイル（生活

様式）を多少変えてでも取り組むべき」（46.4％）が最も多く、次いで「現在のライフスタ

イル（生活様式）を変えない範囲で取り組むべき」（45.7％）となっているが、その差は 0.7

ポイントにすぎない。続いて、「現在のライフスタイル（生活様式）を大きく変えてでも取

り組むべき」（3.7％）、「取り組む必要はない」（1.5％）となっている。 

性別にみると、男性は「現在のライフスタイル（生活様式）を多少変えてでも取り組むべ

き」（47.7％）が、女性は「現在のライフスタイル（生活様式）を変えない範囲で取り組む

べき」（46.5％）が最も多くなっている。 

年代別にみると、『変えてでも取り組むべき』（「現在のライフスタイル（生活様式）を

大きく変えてでも取り組むべき」と「現在のライフスタイル（生活様式）を多少変えてでも

取り組むべき」の合計）の割合は、20 歳代以下（58.8％）が最も多く、70 歳代以上（43.0％）

が最も少ない。年代が上がるに従って少なくなる傾向がうかがえる。 

 50 歳代以下の年代では、「現在のライフスタイル（生活様式）を大きく変えてでも取り組

むべき」の割合が全体と比べて多い。 

居住地域別にみると、甲南地域では『変えてでも取り組むべき』（53.5％）が、甲賀地域

では「現在のライフスタイル（生活様式）を変えない範囲で取り組むべき」（52.2％）の割

合が最も多くなっている。水口地域では、「取り組む必要はない」（2.6％）の割合が全体と

比べて多い。 

甲賀市の居住歴別にみると、３年から 10 年未満では『変えてでも取り組むべき』が 57.7％

と最も多く、10 年以上では 49.5％と最も少ない。 

 「現在のライフスタイル（生活様式）を大きく変えてでも取り組むべき」では、３年未満

（7.3％）が最も多く、居住歴が長いほどその割合が少ない。 
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■環境に対する取り組みを進めるための生活の許容範囲（単数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

3.7

4.3

3.2

5.2

6.3

4.3

6.2

2.7

2.1

4.3

3.4

2.8

3.3

4.1

7.3

6.4

3.3

46.4

47.7

46.2

53.6

44.6

50.5

49.7

49.6

40.9

46.6

49.1

40.4

50.2

43.5

48.8

51.3

46.2

45.7

44.2

46.5

38.1

43.8

42.4

41.8

44.6

51.3

44.0

44.0

52.2

43.9

48.8

36.6

38.5

46.7

1.5

1.8

1.1

1.0

2.7

2.2

1.7

1.2

1.1

2.6

0.9

1.1

0.3

0.6

2.4

2.6

1.3

2.6

2.0

3.0

2.1

2.7

0.5

0.6

1.9

4.7

2.5

2.6

3.4

2.3

2.9

4.9

1.3

2.6

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体(N=1,310)

男(N=554)

⼥(N=725)

20歳代以下(N=97)

30歳代(N=112)

40歳代(N=184)

50歳代(N=177)

60歳代(N=258)

70歳代以上(N=472)

⽔⼝地域(N=530)

⼟⼭地域(N=116)

甲賀地域(N=178)

甲南地域(N=305)

信楽地域(N=170)

３年未満(N=41)

３年から10年未満(N=78)

10年以上(N=1,163)

現在のライフスタイル（⽣活様式）を⼤きく変えてでも取り組むべき
現在のライフスタイル（⽣活様式）を多少変えてでも取り組むべき
現在のライフスタイル（⽣活様式）を変えない範囲で取り組むべき
取り組む必要はない
無回答
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３．市の情報発信について 

（１）市に関する情報の入手 

問 23 市に関する情報をどの程度読んだり、見たり、聞いたりしておられますか。 

（それぞれ○は１つ） 

市に関する情報の入手は、『読む、見る、聞く』（「必ず読む、見る、聞く」と「よく読

む、見る、聞く」と「たまに読む、見る、聞く」の合計）の割合は、「広報紙『広報こうか』」

（85.8％）が最も多く、次いで「区・自治会等を通じた各戸配布や回覧（文書、チラシ、ポ

スターなど）」（80.9％）、「市議会だより」（58.4％）となっている。 

「必ず読む、見る、聞く」では、「区・自治会等を通じた各戸配布や回覧（文書、チラシ、

ポスターなど）」（31.4％）が最も多く、次いで「広報紙『広報こうか』」（31.1％）、「市

議会だより」（10.3％）となっている。 

「よく読む、見る、聞く」では、「区・自治会等を通じた各戸配布や回覧（文書、チラシ、

ポスターなど）」（24.5％）が最も多く、次いで「広報紙『広報こうか』」（22.1％）、「市

議会だより」（13.0％）となっている。 

「たまに読む、見る、聞く」では、「甲賀市ホームページ」（36.0％）が最も多く、次い

で「市議会だより」（35.1％）、「広報紙『広報こうか』」（32.6％）となっている。 

「読まない、見ない、聞かない」では、「市議会インターネット中継・録画」（82.3％）

が最も多く、次いで「市議会中継・録画（あいコムこうか）」（78.1％）、「甲賀市フェイ

スブック」（75.8％）となっている。 
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■市に関する情報の入手（単数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

31.1

3.8

6.7

1.1

5.4

10.3

1.2

1.0

0.5

31.4

22.1

9.2

8.3

2.4

10.2

13.0

2.4

1.8

1.1

24.5

32.6

36.0

11.2

8.5

26.1

35.1

11.0

9.2

5.6

25.0

10.4

40.2

62.1

75.8

49.8

35.0

74.5

78.1

82.3

14.4

3.8

10.8

11.7

12.1

8.5

6.6

10.9

10.0

10.5

4.7

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

①広報紙
「広報こうか」

②甲賀市ホームページ

③甲賀市LINE

④甲賀市フェイスブック

⑤⾏政情報番組
「きらめきこうか」
（あいコムこうか）

⑥市議会だより

⑦市議会ホームページ

⑧市議会中継・録画
（あいコムこうか）

⑨市議会インターネット
中継・録画

⑩区・⾃治会等を通じた
各⼾配布や回覧（⽂書、
チラシ、ポスターなど）

必ず読む、⾒る、聞く よく読む、⾒る、聞く
たまに読む、⾒る、聞く 読まない、⾒ない、聞かない
無回答

全体(N=1,310)
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① 広報紙「広報こうか」 

広報紙「広報こうか」は、「たまに読む、見る、聞く」（32.6％）が最も多く、順に「必

ず読む、見る、聞く」（31.1％）、「よく読む、見る、聞く」（22.1％）、「読まない、見

ない、聞かない」（10.4％）となっている。『読む、見る、聞く』（「必ず読む、見る、聞

く」と「よく読む、見る、聞く」と「たまに読む、見る、聞く」の合計）の割合は 85.8％だ

った。 

平成 30 年度調査からの推移をみると、令和３年度調査に比べて『読む、見る、聞く』の割

合は 3.0 ポイント増加し、これまでで最も多い割合となった。 

性別にみると、男性では「たまに読む、見る、聞く」（33.4％）が、女性では「必ず読む、

見る、聞く」（35.2％）が最も多くなっている。 

 『読む、見る、聞く』の割合は、女性（87.1％）が 2.4 ポイント多い。 

年代別にみると、50 歳代以下では「たまに読む、見る、聞く」が、60 歳代以上では「必ず

読む、見る、聞く」が最も多くなっている。『読む、見る、聞く』の割合は、60 歳代（93.3％）

で最も多く、20 歳代以下（54.6％）で最も少ない。年代が低くなるほど「読まない、見ない、

聞かない」が多い傾向にある。 

 30 歳代以下では、「必ず読む、見る、聞く」と「よく読む、見る、聞く」の合計が２割未

満で、40 歳代以上に比べて極めて少ない。 

居住地域別にみると、土山地域と甲賀地域、信楽地域では「必ず読む、見る、聞く」が、

水口地域と甲南地域では「たまに読む、見る、聞く」が最も多くなっている。『読む、見る、

聞く』の割合は、甲賀地域（90.4％）で最も多く、甲南地域（83.5％）で最も少ない。 

甲賀市の居住歴別にみると、10 年未満では「たまに読む、見る、聞く」が、10 年以上では

「必ず読む、見る、聞く」（33.6％）が最も多くなっている。『読む、見る、聞く』の割合

は、10 年以上（87.4％）で最も多く、３年未満（68.3％）で最も少ない。居住歴が短いほど

「読まない、見ない、聞かない」の割合が多い。 

■広報紙「広報こうか」（単数回答） 経年比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

31.1

29.7

33.9

33.0

29.7

22.1

24.5

23.2

25.5

26.3

32.6

28.6

27.7

25.5

28.4

10.4

10.6

11.2

10.2

12.2

3.8

6.4

4.0

5.7

3.4

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

R4調査(N=1,310)

R3調査(N=1,288)

R2調査(N=1,247)

R1調査(N=1,184)

H30調査(N=1,127)

必ず読む、⾒る、聞く よく読む、⾒る、聞く
たまに読む、⾒る、聞く 読まない、⾒ない、聞かない
無回答
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■広報紙「広報こうか」（単数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

31.1

25.8

35.2

4.1

6.3

21.7

27.1

36.0

45.6

29.4

38.8

34.8

27.5

35.3

9.8

9.0

33.6

22.1

25.5

20.0

6.2

11.6

19.6

21.5

27.1

26.5

20.9

22.4

22.5

25.2

20.6

12.2

14.1

23.0

32.6

33.4

31.9

44.3

57.1

43.5

43.5

30.2

17.2

34.9

25.9

33.1

30.8

31.8

46.3

52.6

30.8

10.4

11.7

9.5

42.3

24.1

14.7

6.8

4.7

3.6

11.9

7.8

6.7

12.8

7.1

29.3

24.4

8.7

3.8

3.6

3.4

3.1

0.9

0.5

1.1

1.9

7.2

2.8

5.2

2.8

3.6

5.3

2.4

3.9

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体(N=1,310)

男(N=554)

⼥(N=725)

20歳代以下(N=97)

30歳代(N=112)

40歳代(N=184)

50歳代(N=177)

60歳代(N=258)

70歳代以上(N=472)

⽔⼝地域(N=530)

⼟⼭地域(N=116)

甲賀地域(N=178)

甲南地域(N=305)

信楽地域(N=170)

３年未満(N=41)

３年から10年未満(N=78)

10年以上(N=1,163)

必ず読む、⾒る、聞く よく読む、⾒る、聞く
たまに読む、⾒る、聞く 読まない、⾒ない、聞かない
無回答
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② 甲賀市ホームページ 

甲賀市ホームページは、「読まない、見ない、聞かない」（40.2％）が最も多く、順に「た

まに読む、見る、聞く」（36.0％）、「よく読む、見る、聞く」（9.2％）、「必ず読む、見

る、聞く」（3.8％）となっている。『読む、見る、聞く』（「必ず読む、見る、聞く」と「よ

く読む、見る、聞く」と「たまに読む、見る、聞く」の合計）の割合は 49.0％だった。 

平成 30 年度調査からの推移をみると、令和２年度調査から『読む、見る、聞く』の割合が、

若干少なくなっている傾向がある。 

性別にみると、男性、女性とも、全体とほぼ同様の割合となっており、『読む、見る、聞

く』の割合は約５割、「読まない、見ない、聞かない」の割合が約４割となっている。 

年代別にみると、20 歳代以下と 60 歳代以上では「読まない、見ない、聞かない」が、30～

50 歳代では「たまに読む、見る、聞く」が最も多くなっている。『読む、見る、聞く』の割

合は、40 歳代（67.9％）で最も多く、70 歳代以上（36.2％）で最も少ない。 

居住地域別にみると、土山地域と甲賀地域、信楽地域では「読まない、見ない、聞かない」

が、他の地域では「たまに読む、見る、聞く」が最も多くなっている。『読む、見る、聞く』

の割合は、水口地域（53.7％）で最も多く、信楽地域（35.3％）で最も少ない。 

甲賀市の居住歴別にみると、３年未満と 10 年以上では「読まない、見ない、聞かない」が、

３年から 10 年未満では「たまに読む、見る、聞く」（43.6％）が最も多くなっている。『読

む、見る、聞く』の割合は、３年から 10 年未満（55.2％）で最も多く、３年未満（41.4％）

で最も少ない。 

 

■甲賀市ホームページ（単数回答） 経年比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

3.8

4.0

3.8

3.1

3.0

9.2

9.5

11.3

7.4

13.5

36.0

35.8

36.6

32.2

37.6

40.2

38.1

36.5

42.5

35.7

10.8

12.6

11.8

14.8

10.2

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

R4調査(N=1,310)

R3調査(N=1,288)

R2調査(N=1,247)

R1調査(N=1,184)

H30調査(N=1,127)

必ず読む、⾒る、聞く よく読む、⾒る、聞く
たまに読む、⾒る、聞く 読まない、⾒ない、聞かない
無回答
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■甲賀市ホームページ（単数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

3.8

4.2

3.7

3.1

2.7

2.7

2.8

2.3

5.9

4.2

2.6

3.4

3.3

5.3

2.4

1.3

4.0

9.2

9.9

8.6

6.2

8.0

11.4

7.9

9.3

9.7

10.6

6.0

10.7

9.2

5.9

7.3

10.3

9.3

36.0

35.7

36.6

27.8

49.1

53.8

49.2

39.9

20.6

38.9

31.9

33.7

40.7

24.1

31.7

43.6

35.6

40.2

39.9

40.8

60.8

39.3

29.9

38.4

43.0

39.8

38.5

44.0

38.8

37.0

51.2

56.1

41.0

39.8

10.8

10.3

10.3

2.1

0.9

2.2

1.7

5.4

23.9

7.9

15.5

13.5

9.8

13.5

2.4

3.8

11.3

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体(N=1,310)

男(N=554)

⼥(N=725)

20歳代以下(N=97)

30歳代(N=112)

40歳代(N=184)

50歳代(N=177)

60歳代(N=258)

70歳代以上(N=472)

⽔⼝地域(N=530)

⼟⼭地域(N=116)

甲賀地域(N=178)

甲南地域(N=305)

信楽地域(N=170)

３年未満(N=41)

３年から10年未満(N=78)

10年以上(N=1,163)

必ず読む、⾒る、聞く よく読む、⾒る、聞く
たまに読む、⾒る、聞く 読まない、⾒ない、聞かない
無回答
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③ 甲賀市 LINE 

甲賀市 LINE は、「読まない、見ない、聞かない」（62.1％）が最も多く、順に「たまに読

む、見る、聞く」（11.2％）、「よく読む、見る、聞く」（8.3％）、「必ず読む、見る、聞

く」（6.7％）となっている。『読む、見る、聞く』（「必ず読む、見る、聞く」と「よく読

む、見る、聞く」と「たまに読む、見る、聞く」の合計）の割合は 26.2％だった。 

令和３年度調査と比較すると、『読む、見る、聞く』の割合が 4.2 ポイント増加した。 

性別にみると、男性、女性ともに「読まない、見ない、聞かない」が最も多くなっている。

『読む、見る、聞く』の割合は、女性（29.3％）が 6.5 ポイント多い。 

年代別にみると、すべての年代で「読まない、見ない、聞かない」が最も多くなっている。 

『読む、見る、聞く』の割合は、50 歳代（35.6％）で最も多く、70 歳代以上（19.3％）で最

も少ない。 

 70 歳代以上では、「無回答」（26.3％）の割合が他の年代と比べて突出して多い。 

居住地域別にみると、すべての地域で「読まない、見ない、聞かない」が最も多くなって

いる。『読む、見る、聞く』の割合は、水口地域（29.8％）で最も多く、信楽地域（19.4％）

で最も少ない。 

甲賀市の居住歴別にみると、すべての居住歴で「読まない、見ない、聞かない」が最も多

くなっている。『読む、見る、聞く』の割合は、３年から 10 年未満 10 年以上（34.6％）で

最も多く、３年未満（24.4％）で最も少ない。 

 

■甲賀市 LINE（単数回答） 経年比較 

 

6.7

4.4

8.3

5.2

11.2

12.4

62.1

63.4

11.7

14.6

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

R4調査(N=1,310)

R3調査(N=1,288)

必ず読む、⾒る、聞く よく読む、⾒る、聞く
たまに読む、⾒る、聞く 読まない、⾒ない、聞かない
無回答
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■甲賀市 LINE（単数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

6.7

5.2

7.9

5.2

8.0

9.2

7.9

9.7

3.8

7.9

4.3

6.2

6.9

5.3

9.8

9.0

6.6

8.3

7.0

9.5

7.2

11.6

6.5

13.6

7.8

6.8

8.7

10.3

7.3

9.5

4.7

7.3

11.5

8.2

11.2

10.6

11.9

9.3

15.2

14.7

14.1

10.9

8.7

13.2

8.6

9.0

11.5

9.4

7.3

14.1

11.0

62.1

65.9

59.4

75.3

63.4

67.4

62.1

67.1

54.4

61.1

63.8

62.4

62.0

64.1

73.2

60.3

62.2

11.7

11.2

11.3

3.1

1.8

2.2

2.3

4.7

26.3

9.1

12.9

15.2

10.2

16.5

2.4

5.1

12.0

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体(N=1,310)

男(N=554)

⼥(N=725)

20歳代以下(N=97)

30歳代(N=112)

40歳代(N=184)

50歳代(N=177)

60歳代(N=258)

70歳代以上(N=472)

⽔⼝地域(N=530)

⼟⼭地域(N=116)

甲賀地域(N=178)

甲南地域(N=305)

信楽地域(N=170)

３年未満(N=41)

３年から10年未満(N=78)

10年以上(N=1,163)

必ず読む、⾒る、聞く よく読む、⾒る、聞く
たまに読む、⾒る、聞く 読まない、⾒ない、聞かない
無回答
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④ 甲賀市フェイスブック 

甲賀市フェイスブックは、「読まない、見ない、聞かない」（75.8％）が最も多く、順に

「たまに読む、見る、聞く」（8.5％）、「よく読む、見る、聞く」（2.4％）、「必ず読む、

見る、聞く」（1.1％）となっている。『読む、見る、聞く』（「必ず読む、見る、聞く」と

「よく読む、見る、聞く」と「たまに読む、見る、聞く」の合計）の割合は 12.0％だった。 

平成 30 年度調査からの推移をみると、令和３年度調査に比べて「読まない、見ない、聞か

ない」が 3.6 ポイント増加し、平成 30 年度以降で最も多い結果となった。 

性別にみると、男性、女性とも、全体とほぼ同様の割合となっている。 

年代別にみると、「読まない、見ない、聞かない」の割合は、20 歳代以下（89.7％）で最

も多く、70 歳代以上（54.9％）で最も少ない。一方、70 歳代以上では「無回答」（26.5％）

の割合が他の年代と比べて突出して多い。 

居住地域別にみると、「読まない、見ない、聞かない」の割合は、水口地域（78.9％）で

最も多く、信楽地域（71.2％）で最も少ないが、地域間の大きな差はない。 

甲賀市の居住歴別にみると、「読まない、見ない、聞かない」の割合は、３年未満（92.7％）

で最も多く、10 年以上（74.9％）で最も少ない。 

 

 

■甲賀市フェイスブック（単数回答） 経年比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

1.1

0.8

1.8

1.1

2.1

2.4

2.3

4.7

3.9

5.8

8.5

9.1

12.9

11.5

13.2

75.8

72.2

67.8

66.1

67.7

12.1

15.6

12.8

17.4

11.3

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

R4調査(N=1,310)

R3調査(N=1,288)

R2調査(N=1,247)

R1調査(N=1,184)

H30調査(N=1,127)

必ず読む、⾒る、聞く よく読む、⾒る、聞く
たまに読む、⾒る、聞く 読まない、⾒ない、聞かない
無回答
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■甲賀市フェイスブック（単数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

1.1

0.9

1.4

1.0

1.1

1.1

2.1

1.1

1.7

0.6

0.7

2.4

1.3

2.4

2.9

2.2

2.1

4.5

1.1

1.2

4.2

2.5

5.2

1.7

2.3

1.8

4.9

2.5

8.5

8.5

8.4

3.1

10.7

6.5

7.9

4.3

12.3

8.9

4.3

8.4

9.8

8.2

7.7

8.9

75.8

76.0

76.6

89.7

83.9

89.1

88.7

88.4

54.9

78.9

73.3

72.5

76.7

71.2

92.7

88.5

74.9

12.1

11.7

11.4

4.1

0.9

2.2

2.3

6.2

26.5

8.7

15.5

16.9

10.5

16.5

2.4

3.8

12.5

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体(N=1,310)

男(N=554)

⼥(N=725)

20歳代以下(N=97)

30歳代(N=112)

40歳代(N=184)

50歳代(N=177)

60歳代(N=258)

70歳代以上(N=472)

⽔⼝地域(N=530)

⼟⼭地域(N=116)

甲賀地域(N=178)

甲南地域(N=305)

信楽地域(N=170)

３年未満(N=41)

３年から10年未満(N=78)

10年以上(N=1,163)

必ず読む、⾒る、聞く よく読む、⾒る、聞く
たまに読む、⾒る、聞く 読まない、⾒ない、聞かない
無回答
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⑤ 行政情報番組「きらめきこうか」（あいコムこうか） 

行政情報番組「きらめきこうか」（あいコムこうか）は、「読まない、見ない、聞かない」

（49.8％）が最も多く、順に「たまに読む、見る、聞く」（26.1％）、「よく読む、見る、

聞く」（10.2％）、「必ず読む、見る、聞く」（5.4％）となっている。『読む、見る、聞く』

（「必ず読む、見る、聞く」と「よく読む、見る、聞く」と「たまに読む、見る、聞く」の

合計）の割合は 41.7％だった。 

平成 30 年度調査からの推移をみると、「必ず読む、見る、聞く」の割合がわずかながら増

加している傾向がうかがえる。 

性別にみると、男性、女性とも、全体とほぼ同様の割合となっている。 

年代別にみると、すべての年代で「読まない、見ない、聞かない」が最も多くなっている。

『読む、見る、聞く』の割合は、70 歳代以上（53.6％）で最も多く、20 歳代以下（23.7％）

で最も少ない。年代が高くなるほど『読む、見る、聞く』の割合が多い。 

居住地域別にみると、すべての地域で「読まない、見ない、聞かない」が最も多くなって

いる。『読む、見る、聞く』の割合は、土山地域（56.9％）で最も多く、甲南地域（32.8％）

で最も少ない。 

甲賀市の居住歴別にみると、すべての居住歴で「読まない、見ない、聞かない」が最も多

くなっている。『読む、見る、聞く』の割合は、10 年以上（43.3％）で最も多く、３年未満

（17.1％）で最も少ない。居住歴が長いほど『読む、見る、聞く』の割合が多い。 

■行政情報番組「きらめきこうか」（あいコムこうか）（単数回答） 経年比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

5.4

4.5

4.3

5.3

4.7

10.2

11.6

10.7

9.9

12.4

26.1

26.2

28.1

23.7

28.8

49.8

46.3

46.2

47.4

45.1

8.5

11.5

10.7

13.7

9.0

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

R4調査(N=1,310)

R3調査(N=1,288)

R2調査(N=1,247)

R1調査(N=1,184)

H30調査(N=1,127)

必ず読む、⾒る、聞く よく読む、⾒る、聞く
たまに読む、⾒る、聞く 読まない、⾒ない、聞かない
無回答
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■行政情報番組「きらめきこうか」（あいコムこうか）（単数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

5.4

4.0

6.5

1.0

0.9

1.6

1.1

3.5

11.7

4.7

6.9

5.6

5.9

5.9

6.0

10.2

11.6

8.8

3.1

2.7

3.8

8.5

8.9

16.9

7.9

18.1

16.9

6.2

11.8

4.9

2.6

10.7

26.1

26.4

26.6

19.6

25.9

26.1

27.1

30.6

25.0

25.1

31.9

31.5

20.7

29.4

12.2

29.5

26.6

49.8

49.8

49.9

73.2

69.6

66.8

60.5

52.3

28.6

56.0

32.8

36.5

60.0

38.8

80.5

64.1

47.9

8.5

8.3

8.1

3.1

0.9

1.6

2.8

4.7

17.8

6.2

10.3

9.6

7.2

14.1

2.4

3.8

8.8

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体(N=1,310)

男(N=554)

⼥(N=725)

20歳代以下(N=97)

30歳代(N=112)

40歳代(N=184)

50歳代(N=177)

60歳代(N=258)

70歳代以上(N=472)

⽔⼝地域(N=530)

⼟⼭地域(N=116)

甲賀地域(N=178)

甲南地域(N=305)

信楽地域(N=170)

３年未満(N=41)

３年から10年未満(N=78)

10年以上(N=1,163)

必ず読む、⾒る、聞く よく読む、⾒る、聞く
たまに読む、⾒る、聞く 読まない、⾒ない、聞かない
無回答
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⑥ 市議会だより 

市議会だよりは、「たまに読む、見る、聞く」（35.1％）が最も多く、順に「読まない、

見ない、聞かない」（35.0％）、「よく読む、見る、聞く」（13.0％）、「必ず読む、見る、

聞く」（10.3％）となっている。『読む、見る、聞く』（「必ず読む、見る、聞く」と「よ

く読む、見る、聞く」と「たまに読む、見る、聞く」の合計）の割合は 58.4％だった。 

平成 30 年度調査からの推移をみると、令和３年度調査に比べて『読む、見る、聞く』の割

合が 3.6 ポイント増加した。 

性別にみると、男性、女性とも、全体とほぼ同様の割合となっている。 

年代別にみると、40 歳代以下では「読まない、見ない、聞かない」が、50 歳代以上では「た

まに読む、見る、聞く」が最も多くなっている。『読む、見る、聞く』の割合は、70 歳代以

上（71.0％）で最も多く、20 歳代以下（19.6％）で最も少ない。年代が高くなるほど『読む、

見る、聞く』が多い。 

居住地域別にみると、水口地域と甲南地域では「読まない、見ない、聞かない」が、他の

地域では「たまに読む、見る、聞く」が最も多くなっている。『読む、見る、聞く』の割合

は、土山地域（66.3％）で最も多く、水口地域（55.8％）で最も少ない。 

甲賀市の居住歴別にみると、10 年未満では「読まない、見ない、聞かない」が、10 年以上

では「たまに読む、見る、聞く」（36.5％）が最も多くなっている。『読む、見る、聞く』

の割合は、10 年以上（61.6％）で最も多く、３年未満（24.4％）で最も少ない。居住歴が長

いほど『読む、見る、聞く』の割合が多い。 

■市議会だより（単数回答） 経年比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

10.3

9.1

10.2

12.8

10.2

13.0

13.0

17.2

15.6

20.5

35.1

32.7

35.4

33.1

33.3

35.0

35.6

29.8

28.5

29.5

6.6

9.6

7.4

10.1

6.6

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

R4調査(N=1,310)

R3調査(N=1,288)

R2調査(N=1,247)

R1調査(N=1,184)

H30調査(N=1,127)

必ず読む、⾒る、聞く よく読む、⾒る、聞く
たまに読む、⾒る、聞く 読まない、⾒ない、聞かない
無回答
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■市議会だより（単数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

10.3

10.1

10.3

2.1

1.8

5.4

8.5

8.5

17.8

10.4

8.6

9.6

10.8

11.8

2.4

2.6

11.2

13.0

13.2

13.2

3.1

1.8

6.5

9.6

14.0

21.2

10.9

19.8

15.7

12.5

13.5

4.9

2.6

13.9

35.1

34.8

35.3

14.4

24.1

37.0

46.3

44.6

32.0

34.5

37.9

37.1

34.1

35.3

17.1

29.5

36.5

35.0

35.6

35.0

77.3

71.4

50.0

32.8

28.7

16.3

39.2

25.0

30.9

37.4

28.8

73.2

61.5

31.7

6.6

6.3

6.1

3.1

0.9

1.1

2.8

4.3

12.7

4.9

8.6

6.7

5.2

10.6

2.4

3.8

6.6

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体(N=1,310)

男(N=554)

⼥(N=725)

20歳代以下(N=97)

30歳代(N=112)

40歳代(N=184)

50歳代(N=177)

60歳代(N=258)

70歳代以上(N=472)

⽔⼝地域(N=530)

⼟⼭地域(N=116)

甲賀地域(N=178)

甲南地域(N=305)

信楽地域(N=170)

３年未満(N=41)

３年から10年未満(N=78)

10年以上(N=1,163)

必ず読む、⾒る、聞く よく読む、⾒る、聞く
たまに読む、⾒る、聞く 読まない、⾒ない、聞かない
無回答
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⑦ 市議会ホームページ 

市議会ホームページは、「読まない、見ない、聞かない」（74.5％）が最も多く、順に「た

まに読む、見る、聞く」（11.0％）、「よく読む、見る、聞く」（2.4％）、「必ず読む、見

る、聞く」（1.2％）となっている。『読む、見る、聞く』（「必ず読む、見る、聞く」と「よ

く読む、見る、聞く」と「たまに読む、見る、聞く」の合計）の割合は 14.6％だった。 

平成 30 年度調査からの推移をみると、令和３年度調査に比べて「読まない、見ない、聞か

ない」が 3.5 ポイント増加した。 

性別にみると、『読む、見る、聞く』の割合は、男性（18.6％）が 7.6 ポイント多い。 

年代別にみると、「読まない、見ない、聞かない」の割合は、30 歳代（93.8％）で最も多

く、70 歳代以上（55.3％）で最も少ない。一方、70 歳代以上では「無回答」（23.7％）の割

合が他の年代と比べて多く、LINE やフェイスブックと同様な傾向がうかがえる。 

居住地域別にみると、「読まない、見ない、聞かない」の割合は、甲南地域（77.0％）で

最も多く、土山地域（69.0％）で最も少ないが、地域間の大きな差はない。 

甲賀市の居住歴別にみると、「読まない、見ない、聞かない」の割合は、３年未満（90.2％）

で最も多く、10 年以上（73.5％）で最も少ない。 

 

■市議会ホームページ（単数回答） 経年比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

1.2

0.9

1.0

1.5

1.1

2.4

2.3

4.2

2.6

6.0

11.0

11.8

13.0

12.7

16.7

74.5

71.0

69.9

66.0

66.0

10.9

14.1

11.9

17.1

10.2

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

R4調査(N=1,310)

R3調査(N=1,288)

R2調査(N=1,247)

R1調査(N=1,184)

H30調査(N=1,127)

必ず読む、⾒る、聞く よく読む、⾒る、聞く
たまに読む、⾒る、聞く 読まない、⾒ない、聞かない
無回答
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■市議会ホームページ（単数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

1.2

1.4

1.0

1.0

1.1

0.6

2.5

1.1

1.7

0.6

1.6

1.2

1.3

2.4

3.1

1.9

1.0

0.9

2.8

1.6

4.2

2.8

4.3

2.2

1.6

1.2

2.4

2.5

11.0

14.1

8.1

8.2

3.6

9.2

11.3

10.1

14.2

12.3

8.6

9.0

10.5

11.8

2.4

6.4

11.5

74.5

70.9

78.3

86.6

93.8

88.0

83.1

82.6

55.3

76.0

69.0

75.3

77.0

69.4

90.2

89.7

73.5

10.9

10.5

10.6

3.1

1.8

1.6

2.3

5.8

23.7

7.7

16.4

12.9

9.2

16.5

4.9

3.8

11.2

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体(N=1,310)

男(N=554)

⼥(N=725)

20歳代以下(N=97)

30歳代(N=112)

40歳代(N=184)

50歳代(N=177)

60歳代(N=258)

70歳代以上(N=472)

⽔⼝地域(N=530)

⼟⼭地域(N=116)

甲賀地域(N=178)

甲南地域(N=305)

信楽地域(N=170)

３年未満(N=41)

３年から10年未満(N=78)

10年以上(N=1,163)

必ず読む、⾒る、聞く よく読む、⾒る、聞く
たまに読む、⾒る、聞く 読まない、⾒ない、聞かない
無回答
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⑧ 市議会中継・録画（あいコムこうか） 

市議会中継・録画（あいコムこうか）は、「読まない、見ない、聞かない」（78.1％）が

最も多く、順に「たまに読む、見る、聞く」（9.2％）、「よく読む、見る、聞く」（1.8％）、

「必ず読む、見る、聞く」（1.0％）となっている。『読む、見る、聞く』（「必ず読む、見

る、聞く」と「よく読む、見る、聞く」と「たまに読む、見る、聞く」の合計）の割合は 12.0％

だった。 

平成 30 年度調査からの推移をみると、『読む、見る、聞く』の割合が減少傾向にある。 

性別にみると、『読む、見る、聞く』の割合は、男性（13.7％）で 3.6 ポイント多い。 

年代別にみると、『読む、見る、聞く』の割合は、70 歳代以上（20.2％）で最も多く、30

歳代（3.6％）で最も少ない。70 歳代以上の『読む、見る、聞く』の割合は、他の世代よりや

や突出している。 

居住地域別にみると、『読む、見る、聞く』の割合は、土山地域（15.5％）で最も多く、

甲南地域（9.8％）で最も少ない。 

甲賀市の居住歴別にみると、『読む、見る、聞く』の割合は、10 年以上（12.5％）で最も

多く、３年から 10 年未満（3.8％）で最も少ない。 

 

■市議会中継・録画（あいコムこうか）（単数回答） 経年比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

1.0

0.9

1.0

2.0

1.1

1.8

1.6

3.5

2.7

5.1

9.2

10.0

13.2

13.0

14.5

78.1

74.1

71.1

66.5

69.4

10.0

13.4

11.1

15.8

10.0

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

R4調査(N=1,310)

R3調査(N=1,288)

R2調査(N=1,247)

R1調査(N=1,184)

H30調査(N=1,127)

必ず読む、⾒る、聞く よく読む、⾒る、聞く
たまに読む、⾒る、聞く 読まない、⾒ない、聞かない
無回答
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■市議会中継・録画（あいコムこうか）（単数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

1.0

1.3

0.4

1.0

0.5

0.6

2.1

0.9

2.6

1.1

1.8

1.0

1.8

2.3

1.4

2.1

0.9

1.1

1.1

1.2

2.8

1.7

1.7

1.7

2.3

1.2

2.4

1.8

9.2

10.1

8.3

7.2

2.7

7.1

5.1

5.8

15.3

8.7

11.2

11.2

7.5

10.6

2.4

3.8

9.7

78.1

76.7

80.0

86.6

95.5

89.7

91.0

86.8

58.7

81.3

72.4

75.3

81.0

70.6

92.7

92.3

77.0

10.0

9.6

9.9

3.1

0.9

1.6

2.3

6.2

21.2

7.4

12.1

10.7

9.2

15.9

2.4

3.8

10.4

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体(N=1,310)

男(N=554)

⼥(N=725)

20歳代以下(N=97)

30歳代(N=112)

40歳代(N=184)

50歳代(N=177)

60歳代(N=258)

70歳代以上(N=472)

⽔⼝地域(N=530)

⼟⼭地域(N=116)

甲賀地域(N=178)

甲南地域(N=305)

信楽地域(N=170)

３年未満(N=41)

３年から10年未満(N=78)

10年以上(N=1,163)

必ず読む、⾒る、聞く よく読む、⾒る、聞く
たまに読む、⾒る、聞く 読まない、⾒ない、聞かない
無回答
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⑨ 市議会インターネット中継・録画 

市議会インターネット中継・録画は、「読まない、見ない、聞かない」（82.3％）が最も

多く、順に「たまに読む、見る、聞く」（5.6％）、「よく読む、見る、聞く」（1.1％）、

「必ず読む、見る、聞く」（0.5％）となっている。『読む、見る、聞く』（「必ず読む、る、

聞く」と「よく読む、見る、聞く」と「たまに読む、見る、聞く」の合計）の割合は 7.2％だ

った。 

平成 30 年度調査からの推移をみると、『読む、見る、聞く』の割合が減少傾向にある。 

性別にみると、『読む、見る、聞く』の割合は、男性（9.2％）が 3.7 ポイント多い。 

年代別にみると、『読む、見る、聞く』の割合は、70 歳代以上（11.2％）で最も多く、30

歳代（0.9％）で最も少ない。 

居住地域別にみると、『読む、見る、聞く』の割合は、水口地域（9.1％）で最も多く、土

山地域（5.2％）で最も少ないが、地域間の大きな差はない。 

甲賀市の居住歴別にみると、『読む、見る、聞く』の割合は、10 年以上（7.5％）で最も多

く、３年未満（2.4％）で最も少ない。 

 

■市議会インターネット中継・録画（単数回答） 経年比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

0.5

0.3

0.4

0.6

0.6

1.1

1.2

1.7

1.2

2.8

5.6

6.0

7.5

8.4

9.6

82.3

78.3

78.2

72.6

75.9

10.5

14.1

12.3

17.3

11.1

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

R4調査(N=1,310)

R3調査(N=1,288)

R2調査(N=1,247)

R1調査(N=1,184)

H30調査(N=1,127)

必ず読む、⾒る、聞く よく読む、⾒る、聞く
たまに読む、⾒る、聞く 読まない、⾒ない、聞かない
無回答



 第３章 調査結果  

- 53 - 

 

■市議会インターネット中継・録画（単数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

0.5

0.7

0.1

1.0

0.5

0.6

0.6

0.4

0.9

0.6

1.2

0.5

1.1

1.8

0.6

1.0

0.9

1.1

0.6

0.8

1.7

1.5

0.9

1.7

0.7

0.6

2.4

1.1

5.6

6.7

4.8

4.1

3.8

4.0

5.4

8.9

7.2

3.4

3.4

5.2

5.9

5.1

5.9

82.3

80.9

84.1

90.7

98.2

92.9

92.1

88.0

66.3

83.6

81.0

82.6

84.9

75.3

95.1

91.0

81.6

10.5

9.9

10.3

3.1

0.9

1.6

2.8

5.8

22.5

7.4

13.8

11.8

9.2

17.1

2.4

3.8

10.8

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体(N=1,310)

男(N=554)

⼥(N=725)

20歳代以下(N=97)

30歳代(N=112)

40歳代(N=184)

50歳代(N=177)

60歳代(N=258)

70歳代以上(N=472)

⽔⼝地域(N=530)

⼟⼭地域(N=116)

甲賀地域(N=178)

甲南地域(N=305)

信楽地域(N=170)

３年未満(N=41)

３年から10年未満(N=78)

10年以上(N=1,163)

必ず読む、⾒る、聞く よく読む、⾒る、聞く
たまに読む、⾒る、聞く 読まない、⾒ない、聞かない
無回答
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⑩ 区・自治会等を通じた各戸配布や回覧（文書、チラシ、ポスターなど） 

区・自治会等を通じた各戸配布や回覧（文書、チラシ、ポスターなど）は、「必ず読む、

見る、聞く」（31.4％）が最も多く、順に「たまに読む、見る、聞く」（25.0％）、「よく

読む、見る、聞く」（24.5％）、「読まない、見ない、聞かない」（14.4％）となっている。

『読む、見る、聞く』（「必ず読む、見る、聞く」と「よく読む、見る、聞く」と「たまに

読む、見る、聞く」の合計）の割合は 80.9％だった。 

平成 30 年度調査からの推移をみると、『読む、見る、聞く』の割合が増加傾向にある。 

性別にみると、男性では「よく読む、見る、聞く」（27.1％）が、女性では「必ず読む、

見る、聞く」（35.6％）が最も多くなっている。『読む、見る、聞く』の割合は、女性（82.5％）

が 3.0 ポイント多い。 

年代別にみると、20 歳代以下では「読まない、見ない、聞かない」（52.6％）が、30 歳代

と 40 歳代では「たまに読む、見る、聞く」が、50 歳代では「よく読む、見る、聞く」（28.2％）

が、60 歳代以上では「必ず読む、見る、聞く」が最も多くなっている。『読む、見る、聞く』

の割合は、60 歳代（89.1％）で最も多く、20 歳代（44.4％）で最も少ない。年代が高くなる

ほど「必ず読む、見る、聞く」の割合が多く、「読まない、見ない、聞かない」の割合が少

ない。 

居住地域別にみると、土山地域では「よく読む、見る、聞く（34.5％）が、その他の地域

では「必ず読む、見る、聞く」が最も多くなっている。『読む、見る、聞く』の割合は、土

山地域（83.6％）で最も多く、甲南地域（79.1％）で最も少ない。 

甲賀市の居住歴別にみると、10 年以上では「必ず読む、見る、聞く」（33.2％）が、３年

から 10 年未満では「まに読む、見る、聞く」（37.2％）が、３年未満では「読まない、見な

い、聞かない」（51.2％）が最も多くなっている。『読む、見る、聞く』の割合は、10 年以

上（82.7％）で最も多く、３年未満（48.8％）で最も少ない。居住歴が長いほど「必ず読む、

見る、聞く」の割合が多い。 

■区・自治会等を通じた各戸配布や回覧（文書、チラシ、ポスターなど）（単数回答） 経年比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

31.4

28.3

12.3

14.0

10.5

24.5

24.8

23.5

23.6

23.1

25.0

23.2

35.0

32.2

37.6

14.4

15.2

21.3

19.0

21.4

4.7

8.5

7.9

11.2

7.3

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

R4調査(N=1,310)

R3調査(N=1,288)

R2調査(N=1,247)

R1調査(N=1,184)

H30調査(N=1,127)

必ず読む、⾒る、聞く よく読む、⾒る、聞く
たまに読む、⾒る、聞く 読まない、⾒ない、聞かない
無回答
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■区・自治会等を通じた各戸配布や回覧（文書、チラシ、ポスターなど）（単数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

31.4

26.2

35.6

2.1

8.0

22.3

27.7

34.1

46.8

31.3

31.9

34.3

30.5

30.0

12.2

14.1

33.2

24.5

27.1

23.2

6.2

17.9

19.0

28.2

32.9

26.5

23.6

34.5

21.9

25.6

22.9

14.6

24.4

25.1

25.0

26.2

23.7

36.1

46.4

39.7

27.1

22.1

12.3

26.6

17.2

24.7

23.0

28.8

22.0

37.2

24.4

14.4

15.9

13.5

52.6

27.7

17.9

15.8

8.5

4.9

15.3

10.3

14.0

17.0

10.6

51.2

23.1

12.5

4.7

4.7

4.0

3.1

1.1

1.1

2.3

9.5

3.2

6.0

5.1

3.9

7.6

1.3

4.8

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体(N=1,310)

男(N=554)

⼥(N=725)

20歳代以下(N=97)

30歳代(N=112)

40歳代(N=184)

50歳代(N=177)

60歳代(N=258)

70歳代以上(N=472)

⽔⼝地域(N=530)

⼟⼭地域(N=116)

甲賀地域(N=178)

甲南地域(N=305)

信楽地域(N=170)

３年未満(N=41)

３年から10年未満(N=78)

10年以上(N=1,163)

必ず読む、⾒る、聞く よく読む、⾒る、聞く
たまに読む、⾒る、聞く 読まない、⾒ない、聞かない
無回答
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４．障がい福祉について 

（１）「甲賀市手話言語及び情報・コミュニケーション促進条例」の認知度 

問 24 「甲賀市手話言語及び情報・コミュニケーション促進条例」をご存じですか。 

（○は１つ） 

「甲賀市手話言語及び情報・コミュニケーション促進条例」の認知度は、「聞いたことが

ない」（63.2％）が最も多く、順に「名前だけ知っている」（16.6％）、「少し知っている」

（16.3％）、「詳しく知っている」（1.3％）となっている。『知っている』（「詳しく知っ

ている」と「少し知っている」、「名前だけ知っている」の合計）の割合は 34.2％だった。 

性別にみると、男性、女性とも、全体とほぼ同様の割合となっている。 

年代別にみると、すべての年代で「聞いたことがない」が最も多くなっている。『知って

いる』の割合は、70 歳代以上（48.1％）が最も多く、30 歳代（19.7％）が最も少ない。年代

が下がるに従って認知度が低くなる傾向がある。 

居住地域別にみると、すべての地域で「聞いたことがない」が最も多くなっている。『知

っている』の割合は、土山地域（42.3％）が最も多く、水口地域（32.8％）が最も少ない。 

甲賀市の居住歴別にみると、すべての地域で「聞いたことがない」が最も多くなっている。

『知っている』の割合は、10 年以上（36.1％）が最も多く、３年から 10 年未満（16.7％）が

最も少ない。 

「甲賀市手話言語及び情報・コミュニケーション促進条例」の認知度を高める啓発が必要

である。  
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■「甲賀市手話言語及び情報・コミュニケーション促進条例」の認知度（単数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

1.3

1.6

1.0

1.0

1.1

1.1

2.3

1.3

1.3

0.9

1.7

1.3

1.2

1.5

16.3

15.7

17.0

10.3

6.3

10.3

10.7

15.9

24.8

15.8

20.7

14.6

15.1

20.0

7.3

9.0

17.1

16.6

15.9

17.0

11.3

13.4

13.6

13.0

14.7

22.0

15.7

20.7

16.9

18.0

14.1

12.2

7.7

17.5

63.2

64.3

63.0

76.3

80.4

74.5

75.1

67.1

46.0

65.3

55.2

64.0

63.3

61.8

80.5

83.3

61.5

2.6

2.5

2.1

1.0

0.5

5.9

1.9

2.6

2.8

2.3

2.9

2.4

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体(N=1,310)

男(N=554)

⼥(N=725)

20歳代以下(N=97)

30歳代(N=112)

40歳代(N=184)

50歳代(N=177)

60歳代(N=258)

70歳代以上(N=472)

⽔⼝地域(N=530)

⼟⼭地域(N=116)

甲賀地域(N=178)

甲南地域(N=305)

信楽地域(N=170)

３年未満(N=41)

３年から10年未満(N=78)

10年以上(N=1,163)

詳しく知っている 少し知っている
名前だけ知っている 聞いたことがない
無回答
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（２）障がい者施策を進めていくために充実させていくべきこと 

問 25 今後、障がい者施策を進めていくにあたって、市はどのようなことを充実させていけ

ばよいと思いますか。（○はいくつでも） 

障がい者施策を進めていくために充実させていくべきことについては、「働く場の確保や

就労定着の支援」（49.6％）が最も多く、次いで「障がいのある方への理解を深める教育や

広報活動の充実」（43.1％）、「段差解消などのバリアフリー化やユニバーサルデザインの

推進」（36.3％）、「障がい児保育、障がい児教育の充実」（34.0％）、「相談窓口の充実」

（33.0％）となっている。なお、「特にない」は 2.7％だった。 

性別にみると、「公共交通を利用した移動手段の充実」については男性が、その他の障が

い者施策のほとんどについては女性が多くなっている 

年代別にみると、70 歳代以上を除く年代で「働く場の確保や就労定着の支援」が半数以上

の割合になっている。20 歳代以下では、「ホームヘルプなど在宅生活支援サービスの充実」

（14.4％）、「相談窓口の充実」（22.7％）、「災害や緊急時の支援体制の整備」（19.6％）

が全体と比べて少なく、30 歳代では、「障がい児保育、障がい児教育の充実」（44.6％）が

全体と比べて多くなっている。 

居住地域別にみると、すべての地域で「働く場の確保や就労定着の支援」が最も多くなっ

ている。回答の傾向に地域間の大きな差はない。 

甲賀市の居住歴別にみると、３年以上では「働く場の確保や就労定着の支援」が、３年未

満では「段差解消などのバリアフリー化やユニバーサルデザインの推進」（46.3％）が最も

多くなっている。３年未満では「働く場の確保や就労定着の支援」（39.0％）と全体と比べ

て少なくなっている。 
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■障がい者施策を進めていくために充実させていくべきこと（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※表内の濃い網掛け部分は、全体を 10 ポイント以上上回るものを示す。 

表内の薄い網掛け部分は、全体を 10 ポイント以上下回るものを示す。 

 

 

 

 

 

 

 

  

全体 1,310 43.1 34.0 36.3 49.6 31.6 23.2 18.3 23.5 33.0 19.7 30.5 30.8 1.5 2.7 3.7

男 554 41.2 32.3 35.6 47.1 28.5 24.5 16.6 22.0 31.0 18.4 29.4 29.6 1.6 3.1 3.4

女 725 44.8 35.6 37.5 52.0 34.1 21.9 20.0 24.6 35.0 20.8 31.6 31.9 1.4 2.3 3.3

20歳代以下 97 40.2 34.0 44.3 52.6 14.4 15.5 11.3 21.6 22.7 14.4 22.7 19.6 2.1 4.1 1.0

30歳代 112 43.8 44.6 44.6 50.9 30.4 16.1 12.5 23.2 29.5 20.5 35.7 24.1 0.9 3.6 0.9

40歳代 184 39.1 39.1 39.7 56.0 30.4 22.8 16.8 24.5 35.3 17.9 36.4 27.7 1.6 2.7 0.5

50歳代 177 40.1 31.1 41.8 54.8 36.7 20.9 18.6 23.7 33.9 16.9 32.2 28.8 0.0 2.3 0.6

60歳代 258 44.2 42.2 37.2 53.5 36.4 27.1 23.3 27.9 38.0 24.8 37.2 38.0 2.7 0.8 1.6

70歳代以上 472 45.8 26.5 29.2 42.6 31.1 25.4 18.9 21.2 32.0 19.7 24.4 32.8 1.3 3.6 7.6

水口地域 530 41.5 35.1 39.6 49.6 31.9 22.5 17.9 23.4 32.3 17.2 31.7 30.4 1.5 3.4 2.5

土山地域 116 49.1 39.7 31.0 49.1 37.1 21.6 21.6 25.9 42.2 22.4 25.9 33.6 0.9 2.6 6.9

甲賀地域 178 45.5 34.3 27.5 51.7 32.6 24.2 18.5 21.3 30.9 25.8 30.9 30.3 3.4 2.8 2.8

甲南地域 305 45.2 31.5 39.7 52.1 29.2 23.6 17.7 23.0 33.8 19.0 30.5 30.2 0.0 2.3 3.3

信楽地域 170 38.2 31.8 34.7 44.1 30.0 25.3 18.2 25.3 30.0 20.6 30.0 32.4 2.4 1.8 4.7

３年未満 41 46.3 41.5 46.3 39.0 24.4 29.3 14.6 14.6 41.5 19.5 29.3 24.4 2.4 0.0 2.4

３年から10年未満 78 47.4 43.6 44.9 59.0 28.2 26.9 21.8 19.2 25.6 19.2 38.5 32.1 1.3 1.3 1.3

10年以上 1,163 42.6 33.3 35.9 49.6 32.2 23.0 18.2 23.9 33.1 19.5 30.4 31.2 1.5 2.8 3.5
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（３）共に地域で生活できるように進めていくために出来ること 

問 26 障がいのある方もない方もお互いに理解し、共に地域で生活できるように進めていく

ために、あなたは何ができると思いますか。（○は優先と考えるものを３つまで） 

共に地域で生活できるように進めていくためにできることは、「子どもの頃から交流する

場や機会を設ける」（41.8％）が最も多く、次いで「働きやすい環境や一緒に働く機会をつ

くる」（35.6％）、「声かけや相談できる体制をつくる」（31.2％）、「階段や段差などで

の手助けをする」（30.5％）となっている。なお、「特にない」は 6.5％だった。 

性別にみると、男性、女性ともに「子どもの頃から交流する場や機会を設ける」が最も多

くなっているが、女性（44.4％）が 6.3 ポイント多い。 

年代別にみると、50 歳代を除く年代で「子どもの頃から交流する場や機会を設ける」が最

も多くなっており、特に 30 歳代が 53.6％と全体と比べて 11.8 ポイント多い。 

50 歳代以下では、「働きやすい環境や一緒に働く機会をつくる」が全体と比べて多く、働

く環境に関する意見が高い。一方、70 歳代以上では 25.2％と最も少ない。 

居住地域別にみると、すべての地域で「子どもの頃から交流する場や機会を設ける」が最

も多くなっている。土山地域と甲南地域では「働きやすい環境や一緒に働く機会をつくる」

が、甲賀地域では「障がいについての理解が深められる研修や講演会へ参加する（手話講座、

出前講座など）」（21.9％）が全体に比べて多くなっている。また、信楽地域では「地域活

動やスポーツ、イベントなどで一緒に活動する」（17.6％）、土山地域では「手話や代筆な

どのコミュニケーションの手助けをする」（2.6％）が全体に比べて少なくなっている。 

甲賀市の居住歴別にみると、すべての居住歴で「子どもの頃から交流する場や機会を設け

る」が最も多くなっている。３年未満では「手話や代筆などのコミュニケーションの手助け

をする」（19.5％）と「地域活動やスポーツ、イベントなどで一緒に活動する」（31.7％）

が、３年から 10 年未満では「働きやすい環境や一緒に働く機会をつくる」（42.3％）と「階

段や段差などでの手助けをする」（37.2％）が、10 年以上では「声かけや相談できる体制を

つくる」（31.8％）が、それぞれ最も多くなっている。  



 第３章 調査結果  

- 61 - 

 

■共に地域で生活できるように進めていくために出来ること（３つ以内で複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※表内の濃い網掛け部分は、全体を 10 ポイント以上上回るものを示す。 

表内の薄い網掛け部分は、全体を 10 ポイント以上下回るものを示す。 

 

 

 

  

全体 1,310 23.7 18.5 35.6 41.8 16.2 31.2 30.5 8.2 1.5 6.5 6.0

男 554 27.6 17.1 37.2 38.1 15.5 27.8 27.6 6.0 0.7 8.5 5.6

女 725 21.1 19.9 34.2 44.4 16.6 34.1 33.2 10.2 2.1 5.0 5.8

20歳代以下 97 27.8 21.6 42.3 43.3 19.6 24.7 24.7 12.4 1.0 4.1 4.1

30歳代 112 25.9 13.4 48.2 53.6 14.3 23.2 35.7 9.8 0.9 6.3 0.0

40歳代 184 21.2 11.4 45.7 48.4 14.7 29.3 35.9 14.7 1.1 5.4 1.6

50歳代 177 26.6 19.2 44.6 43.5 13.6 33.3 31.6 11.3 1.1 3.4 2.8

60歳代 258 22.1 22.9 33.3 45.3 14.7 36.8 30.6 6.2 1.6 7.0 3.1

70歳代以上 472 23.5 19.1 25.2 33.7 18.0 31.8 28.0 4.4 1.9 8.5 11.7

水口地域 530 25.5 17.4 35.8 40.9 15.7 30.6 32.1 10.0 1.9 8.1 3.6

土山地域 116 28.4 19.8 38.8 44.8 19.0 34.5 25.0 2.6 0.0 4.3 10.3

甲賀地域 178 26.4 21.9 30.9 40.4 19.1 33.1 23.6 5.6 2.2 5.1 7.3

甲南地域 305 21.3 19.3 39.0 45.6 15.1 30.5 33.1 8.5 0.3 3.3 6.2

信楽地域 170 17.6 16.5 32.4 37.1 14.1 31.2 31.8 8.8 2.4 10.6 7.1

３年未満 41 31.7 19.5 31.7 48.8 19.5 26.8 29.3 19.5 2.4 2.4 4.9

３年から10年未満 78 24.4 12.8 42.3 51.3 17.9 24.4 37.2 12.8 0.0 2.6 2.6

10年以上 1,163 23.5 18.8 35.7 41.3 16.1 31.8 30.5 7.6 1.5 6.7 5.8
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５．新型コロナウイルス感染症について 

（１）新型コロナウイルス感染症で困っていること 

問 27 新型コロナウイルス感染症で、困っていることはどのようなことですか。 

（○はいくつでも） 

新型コロナウイルス感染症で困っていることは、「精神面（メンタル面）」（36.3％）が

最も多く、次いで「体調面」（32.9％）、「収入減・支出増」（29.5％）、「人間関係」（20.3％）

となっている。なお、「困っていることはない」は 18.4％だった。また、「その他」では、

“行動の制限”、“マスクの使用”、“医療やワクチン接種”に関する意見が多く見られた。 

令和２年度調査からの推移をみると、令和３年度に比べて「体調面」が 22.0 ポイント、

「収入減・支出増」が 9.2 ポイント増加した。一方、「困っていることはない」は 5.6 ポイ

ント減少した。 

性別にみると、男性では「収入減・支出増」（32.5％）が、女性では「精神面（メンタル

面）」（40.1％）が最も多くなっている。 

年代別にみると、30 歳代以下と 50 歳代では「精神面（メンタル面）」が、40 歳代では「収

入減・支出増」（39.1％）が、60 歳以上では「体調面」が最も多くなっている。 

 30 歳代と 40 歳代では、「子育て・教育」の割合が全体に比べて突出して多くなっており、

50 歳代以上は少ない。 

 60 歳代以下では「収入減・支出増」の割合が、特に 30 歳代（40.2％）と 40 歳代（39.1％）

が全体と比べて多くなっている。 

 70 歳代以上では、「困っていることはない」（21.6％）が他の年代と比べて最も多くなっ

ている。 

居住地域別にみると、信楽地域では「体調面」（37.1％）が、その他の地域では「精神面

（メンタル面）」が最も多くなっている。また、土山地域では「学業」（1.7％）が、甲賀地

域では「子育て・教育」（5.1％）が、全体と比べて少なくなっている。 

甲賀市の居住歴別にみると、すべての居住歴で「精神面（メンタル面）」が最も多くなっ

ている。回答の傾向に居住歴の大きな差はない。  
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■新型コロナウイルス感染症で困っていること（複数回答）【経年比較】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※表「新型コロナウイルス感染症で困っていること（複数回答）」は、64 ページに掲載。 

  

29.5 
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36.0 
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4.6 

0.0 5.0 10.0 15.0 20.0 25.0 30.0 35.0 40.0

収⼊減・⽀出増

失業・休業

体調⾯

精神⾯（メンタル⾯）

⼈間関係

学業

⼦育て・教育

その他

困っていることはない

無回答

R4調査(N=1,310) R3調査(N=1,288) R2調査(N=1,247)

(%)

R２ 調査項目なし

R２ 調査項目なし
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職業別にみると、自営業では「収入減・支出増」（55.8％）が、無職・その他では「体調

面」（32.7％）が、他の職業では「精神面（メンタル面）」が最も多くなっている。 

公務員では「子育て・教育」（22.6％）が全体に比べて多い。また、自営業では「収入減・

支出増」（55.8％）が、学生では「精神面（メンタル面）」（50.0％）、「学業」（41.7％）

が全体に比べて多くなっている。 

家族形態別にみると、単身では「収入減・支出増」（29.2％）が、その他では「体調面」

（46.8％）が、他の家族形態では「精神面（メンタル面）」が最も多くなっている。 

単身世帯では「困っていることはない」（27.5％）が、夫婦のみでは「体調面」（33.5％）

が、二世代世帯では「収入減・支出増」（33.4％）と「学業」（6.4％）、二世代世帯と三世

代世帯では「子育て・教育」が他の家族形態に比べてやや多くなっている。 

 

■新型コロナウイルス感染症で困っていること（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※表内の濃い網掛け部分は、全体を 10 ポイント以上上回るものを示す。 

 

  

全体 1,310 29.5 9.0 32.9 36.3 20.3 3.8 9.4 7.1 18.4 5.3

男 554 32.5 8.7 30.7 31.8 19.5 3.1 8.1 7.6 21.1 3.6

女 725 27.0 9.1 34.3 40.1 20.8 4.4 10.5 6.5 16.4 6.3

20歳代以下 97 35.1 11.3 29.9 37.1 21.6 10.3 7.2 4.1 18.6 4.1

30歳代 112 40.2 12.5 33.0 47.3 28.6 6.3 37.5 6.3 10.7 0.0

40歳代 184 39.1 12.5 31.5 37.5 12.5 9.2 22.3 9.2 12.0 1.1

50歳代 177 32.8 10.2 29.4 44.6 15.8 2.8 4.0 6.8 19.2 1.1

60歳代 258 30.2 9.3 33.3 32.9 17.4 0.0 3.5 9.7 19.8 4.3

70歳代以上 472 20.6 5.7 35.0 31.6 24.2 2.1 3.2 5.7 21.6 10.8

水口地域 530 29.6 10.2 31.7 37.2 19.2 4.3 10.8 7.5 19.2 4.7

土山地域 116 30.2 8.6 36.2 39.7 20.7 1.7 6.9 7.8 16.4 6.0

甲賀地域 178 24.7 6.7 28.7 30.9 22.5 4.5 5.1 6.7 19.1 7.9

甲南地域 305 30.2 9.2 33.8 37.0 18.7 3.3 11.5 5.9 19.3 5.6

信楽地域 170 32.9 7.6 37.1 35.3 22.9 3.5 7.1 7.6 14.7 4.1

３年未満 41 28.0 8.2 36.1 37.1 22.3 3.6 8.1 6.4 17.4 4.8

３年から10年未満 78 27.3 7.3 30.7 38.0 22.0 4.0 9.3 6.7 20.7 4.7

10年以上 1,163 31.7 10.3 29.9 34.7 17.3 3.9 10.6 8.0 18.8 6.2

体
調
面

失
業
・
休
業

困

っ
て
い
る
こ
と
は
な
い

精
神
面

（
メ
ン
タ
ル
面

）

収
入
減
・
支
出
増

N

(

有
効
回
答
者
数

)

無
回
答

そ
の
他

子
育
て
・
教
育

学
業

人
間
関
係
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■新型コロナウイルス感染症で困っていること（複数回答）【職業別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※表内の濃い網掛け部分は、全体を 10 ポイント以上上回るものを示す。 

表内の薄い網掛け部分は、全体を 10 ポイント以上下回るものを示す。 

 

 

■新型コロナウイルス感染症で困っていること（複数回答）【家族形態別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※表内の濃い網掛け部分は、全体を 10 ポイント以上上回るものを示す。 

 

  

全体 1,310 29.5 9.0 32.9 36.3 20.3 3.8 9.4 7.1 18.4 5.3

会社員 333 36.0 9.3 32.7 39.3 16.8 3.6 13.2 8.4 18.9 1.2

公務員 62 21.0 8.1 22.6 29.0 24.2 1.6 22.6 12.9 19.4 0.0

自営業 95 55.8 13.7 23.2 29.5 20.0 4.2 7.4 6.3 12.6 2.1

パート・アルバイト 214 38.3 12.6 36.9 40.2 17.3 4.7 10.3 5.6 16.4 3.7

学生 24 8.3 4.2 20.8 50.0 16.7 41.7 0.0 0.0 20.8 4.2

専業主婦・主夫 169 20.7 8.3 40.2 44.4 22.5 3.0 10.1 3.6 16.0 10.7

無職・その他 398 19.8 6.5 32.7 29.9 23.1 1.8 4.3 7.8 21.1 9.0

そ
の
他

困

っ
て
い
る
こ
と
は
な
い

無
回
答

N

(

有
効
回
答
者
数

)

収
入
減
・
支
出
増

失
業
・
休
業

体
調
面

精
神
面

（
メ
ン
タ
ル
面

）

人
間
関
係

学
業

子
育
て
・
教
育

全体 1,310 29.5 9.0 32.9 36.3 20.3 3.8 9.4 7.1 18.4 5.3

単身 120 29.2 10.8 25.8 28.3 20.0 1.7 1.7 8.3 27.5 8.3

夫婦のみ 349 26.1 8.3 33.5 38.4 19.8 1.1 2.9 7.2 16.0 8.3

二世代世帯 590 33.4 9.8 32.9 36.8 20.3 6.4 14.4 6.3 17.8 3.4

三世代世帯 185 24.9 6.5 33.5 36.2 20.5 2.2 10.8 7.6 19.5 4.9

その他 47 31.9 10.6 46.8 34.0 19.1 0.0 8.5 8.5 17.0 4.3

N

(

有
効
回
答
者
数

)

収
入
減
・
支
出
増

子
育
て
・
教
育

そ
の
他

困

っ
て
い
る
こ
と
は
な
い

失
業
・
休
業

体
調
面

無
回
答

精
神
面

（
メ
ン
タ
ル
面

）

人
間
関
係

学
業
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（２）今後、必要と考えられる支援 

問 28 今後、どのような支援が必要と考えますか。（○はいくつでも） 

また、支援に関する意見があれば、ご自由にお書きください。 

新型コロナウイルス感染症の影響下で必要な支援は、「生活に困っておられる方への支援」

（59.8％）が突出して多く、次いで「子育て、教育に関する支援」（38.9％）、「差別、DV、

虐待などの対策」（26.9％）、「事業所、企業等への支援」（22.6％）となっている。なお、

「支援の必要はない」は 1.8％、「わからない」は 7.7％だった。 

令和３年度調査と比較すると、「子育て、教育に関する支援」が 5.7 ポイント増加し、「事

業所、企業等への支援」が 5.7 ポイント減少した。その他の支援策については、大きな変化

はみられない。 

性別にみると、男性、女性とも、全体とほぼ同様の割合となっている。 

年代別にみると、30 歳代では「子育て、教育に関する支援」（64.3％）が、その他の年代

では「生活に困っておられる方への支援」が最も多くなっている。 

 40 歳代以下では、「子育て、教育に関する支援」が全体に比べて多くなっている。子育て

世代にとって特に必要な支援と考えられる。 

居住地域別にみると、すべての地域で「生活に困っておられる方への支援」が最も多くな

っている。土山地域では「子育て、教育に関する支援」（49.1％）が全体と比べて多くなっ

ている。それ以外の回答の傾向には地域間の大きな差はみられない。 

甲賀市の居住歴別にみると、すべての居住歴で「生活に困っておられる方への支援」が最も

多くなっている。３年から10年未満では「子育て、教育に関する支援」（51.3％）が、３年未

満では「差別、DV、虐待などの対策」（34.1％）がそれぞれ全体に比べて多くなっている。 

■今後、必要と考えられる支援（複数回答）【経年比較】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

59.8 

38.9 

22.6 

26.9 

3.9 

1.8 

7.7 

6.6 

61.1 

33.2 

28.3 

25.4 

3.9 

3.3 

9.6 

6.2 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0

⽣活に困っておられる⽅への⽀援

⼦育て、教育に関する⽀援

事業所、企業等への⽀援

差別、DV、虐待などの対策

その他

⽀援の必要はない

わからない

無回答

R4調査(N=1,310) R3調査(N=1,288)

(%)
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■今後、必要と考えられる支援（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※表内の濃い網掛け部分は、全体を 10 ポイント以上上回るものを示す。 

 

  

全体 1,310 59.8 38.9 22.6 26.9 3.9 1.8 7.7 6.6

男 554 60.1 38.6 23.8 23.5 4.5 2.2 7.4 4.3

女 725 60.1 39.3 22.2 29.7 3.4 1.4 8.0 8.0

20歳代以下 97 62.9 47.4 24.7 28.9 3.1 2.1 4.1 3.1

30歳代 112 56.3 64.3 28.6 26.8 4.5 0.0 3.6 0.0

40歳代 184 54.9 48.9 22.3 26.6 3.3 1.1 6.0 3.8

50歳代 177 60.5 31.6 29.4 24.9 4.0 3.4 5.6 4.0

60歳代 258 65.5 38.8 22.9 31.8 5.8 1.9 5.8 5.8

70歳代以上 472 58.9 29.7 18.4 25.0 3.0 1.7 12.1 11.2

水口地域 530 62.8 39.4 22.5 30.8 3.6 1.7 6.8 5.5

土山地域 116 63.8 49.1 26.7 24.1 4.3 0.9 8.6 4.3

甲賀地域 178 58.4 35.4 25.3 23.6 3.9 1.7 7.3 6.7

甲南地域 305 56.7 39.3 20.3 25.6 3.3 2.3 8.9 6.9

信楽地域 170 54.7 32.4 22.4 24.1 5.3 1.8 8.8 10.6

３年未満 41 58.5 41.5 24.4 34.1 7.3 0.0 4.9 4.9

３年から10年未満 78 53.8 51.3 21.8 21.8 2.6 1.3 10.3 5.1

10年以上 1,163 60.7 37.9 22.6 27.2 3.8 1.9 7.6 6.7

N
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有
効
回
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所

、
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業
等
へ
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別
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D
V

、
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待
な
ど
の
対

策 そ
の
他

支
援
の
必
要
は
な
い

わ
か
ら
な
い
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職業別にみると、すべての職業で「生活に困っておられる方への支援」が最も多くなって

いる。 

公務員では「子育て、教育に関する支援」（58.1％）、「差別、DV、虐待などの対策」（43.5％）

が、自営業では「事業所、企業等への支援」（42.1％）が、学生では「生活に困っておられ

る方への支援」（70.8％）、「子育て、教育に関する支援」（50.0％）が全体に比べて多く

なっている。 

家族形態別にみると、すべての家族形態で「生活に困っておられる方への支援」が最も多

くなっている。 

二世代世帯と三世代世帯では「子育て、教育に関する支援」と「事業所、企業等への支援」

が、他の家族形態に比べてやや多い。 
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■今後、必要と考えられる支援（複数回答）【職業別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※表内の濃い網掛け部分は、全体を 10 ポイント以上上回るものを示す。 

表内の薄い網掛け部分は、全体を 10 ポイント以上下回るものを示す。 

 

■今後、必要と考えられる支援（複数回答）【家族形態別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※表内の薄い網掛け部分は、全体を 10 ポイント以上下回るものを示す。 

 

  

全体 1,310 59.8 38.9 22.6 26.9 3.9 1.8 7.7 6.6

会社員 333 56.5 44.1 27.9 28.2 3.0 3.3 4.8 2.1

公務員 62 59.7 58.1 32.3 43.5 3.2 1.6 4.8 0.0

自営業 95 69.5 30.5 42.1 13.7 5.3 1.1 4.2 2.1

パート・アルバイト 214 61.7 41.1 22.9 27.1 3.7 0.9 6.1 4.7

学生 24 70.8 50.0 25.0 29.2 4.2 0.0 0.0 4.2

専業主婦・主夫 169 59.2 43.8 20.7 34.9 3.0 1.2 5.9 13.0

無職・その他 398 59.3 29.1 13.1 23.6 4.8 1.5 13.8 10.3
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別
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、
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待
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の
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事
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、
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業
等
へ
の
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援

わ
か
ら
な
い

無
回
答

全体 1,310 59.8 38.9 22.6 26.9 3.9 1.8 7.7 6.6

単身 120 58.3 24.2 20.8 24.2 2.5 1.7 12.5 10.0

夫婦のみ 349 53.3 33.2 18.9 28.4 4.3 3.2 9.5 9.5

二世代世帯 590 62.5 45.1 24.1 27.1 3.4 1.4 6.1 4.4

三世代世帯 185 65.4 40.0 27.0 27.6 5.4 1.1 5.9 5.9

その他 47 61.7 34.0 23.4 14.9 4.3 0.0 10.6 6.4

わ
か
ら
な
い

無
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答
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（３）支援等に関する意見 

新型コロナウイルス感染症の支援に関して 156 人、延べ 196 件の意見があり、令和３年度

調査での分類を基本に整理した。 

■支援等に関する意見 

分類 項目 件数 

1  情報面の支援（情報提供、相談窓口等） 14 

2  事業所・企業への支援 3 

3  対象に応じた支援（生活困窮者、低所得者、感染者等） 19 

4  ワクチン接種・検査体制の充実化 17 

5  子育て支援 11 

6  給付金・支援金の配布 4 

7  教育支援 4 

8  施設利用・イベント開催時の感染対策等 1 

9  就業支援・雇用促進 2 

10  差別・ＤＶ・虐待対策 1 

11  クーポン配布 3 

12  マスクに関する意見等 2 

13  精神的なケア 4 

14  医療や福祉（障がい者や介護等）の支援 15 

15  迅速な対応 4 

16  その他の経済的な支援（税の減免等） 7 

17  自助努力の後押し、経済活動の優先等 1 

18  平等な支援対策に関する意見等 17 

19  行政に対する意見・要望等 14 

20  その他 53 

合計  196 
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【参考資料①：クロス集計（散布図）】 

 

（問 16）甲賀市への定住意向 ×（問 14）甲賀市への愛着  

 
※項目ごとの回答件数を点数化し、評価点を算出～散布図を作成。 配点については以下の通り。 

 
 
 

 

20歳代以下
30歳代

40歳代
50歳代

60歳代

70歳代以上

平均

0.2

0.4

0.6

0.8

1.0

1.2

1.4

1.6

1.0 1.2 1.4 1.6 1.8 2.0

20歳代以下 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳代以上 平均

︹
⾼
︺

←

甲
賀
市
へ
の
愛
着

→

︹
低
︺

〔低〕 ← 甲賀市への定住意向 → 〔⾼〕

（年代別評価点）

※（問16）年代別評価点平均1.49 （問14）年代別評価点平均0.85を中⼼として2軸4象限にプロットしている

定住意向：高

愛 着 度：低

定住意向：高

愛 着 度：高

定住意向：低

愛 着 度：高

定住意向：低

愛 着 度：低

2点 1点 -1点 -2点 0点 0点
問14 1.愛着がある 2.まあまあ愛着がある 3.あまり愛着がない 4.愛着がない - 無回答

問16 1.住みつづけたい - -
2.住みつづけたいとは
思わない

3.どちらともいえない 無回答
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（問 16）甲賀市への定住意向 ×（問 15）魅力を市外に自慢できるか  

 
 
※項目ごとの回答件数を点数化し、評価点を算出～散布図を作成。 配点については以下の通り。 

 
  

20歳代以下

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳代以上
平均

0.0

0.2

0.4

1.0 1.2 1.4 1.6 1.8 2.0

20歳代以下 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳代以上 平均

︹
⾼
︺

←

魅
⼒
を
市
外
の
⼈
に
⾃
慢
で
き
る
か

→

︹
低
︺

（年代別評価点）

※（問16）年代別評価点平均1.49 （問15）年代別評価点平均0.20を中⼼として2軸4象限にプロットしている

〔低〕 ← 甲賀市への定住意向 → 〔⾼〕

定住意向：高

自 慢 度：低

定住意向：高

自 慢 度：高
定住意向：低

自 慢 度：高

定住意向：低

自 慢 度：低

2点 1点 -1点 -2点 0点 0点
問15 1.自慢できる 2.まあまあ自慢できる 3.あまり自慢できない 4.自慢できない - 無回答

問16 1.住みつづけたい - -
2.住みつづけたいとは
思わない

3.どちらともいえない 無回答
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（問 16）甲賀市への定住意向 ×（問 17）市政への関心  

 

 
 
※項目ごとの回答件数を点数化し、評価点を算出～散布図を作成。 配点については以下の通り。 

 
  

2点 1点 -1点 -2点 0点 0点

問16 1.住みつづけたい - -
2.住みつづけたいとは
思わない

3.どちらともいえない 無回答

問17 1.関心がある 2.まあまあ関心がある 3.あまり関心がない 4.関心がない - 無回答

20歳代以下

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳代以上

平均

‐0.4

‐0.2

0.0

0.2

0.4

0.6

0.8

1.0 1.2 1.4 1.6 1.8 2.0

20歳代以下 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳代以上 平均

︹
⾼
︺

←

市
政
へ
の
関
⼼

→

︹
低
︺

（年代別評価点）

※（問16）年代別評価点平均1.49 （問17）年代別評価点平均0.22を中⼼として2軸4象限にプロットしている

〔低〕 ← 甲賀市への定住意向 → 〔⾼〕

定住意向：低

関 心 度：低

定住意向：低

関 心 度：高

定住意向：高

関 心 度：高

定住意向：高

関 心 度：低
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（問 18）環境に対する取り組み等への関心 ×（問 22）生活の許容範囲  

 
 
 
※項目ごとの回答件数を点数化し、評価点を算出～散布図を作成。 配点については以下の通り。 

 
  

20歳代以下

30歳代
40歳代

50歳代

60歳代

70歳代以上

平均

0.9

1.0

1.1

0.0 0.2 0.4 0.6 0.8 1.0

20歳代以下 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳代以上 平均

︹
⾼
︺

←

環
境
に
対
す
る
取
り
組
み
を
進
め
る
た
め
の
⽣
活
の
許
容
範
囲

→

︹
低
︺ 〔低〕 ← 環境に対する取り組み等への関⼼ → 〔⾼〕

※（問18）年代別評価点平均0.54 （問22）年代別評価点平均0.99を中⼼として2軸4象限にプロットしている

（年齢別評価点）

関 心 度：高

許容範囲：低

関 心 度：高

許容範囲：高

関 心 度：低

許容範囲：高

関 心 度：低

許容範囲：低

2点 1点 -1点 -2点 0点 0点
問18 1.大いにある 2.ある 3.あまりない 4.まったくない 5.わからない 無回答

問22
1.現在のライフスタイル
（生活様式）を大きく変
えてでも取り組むべき

2.現在のライフスタイル
（生活様式）を多少変
えてでも取り組むべき

- 4.取り組む必要はない
3.現在のライフスタイル
（生活様式）を変えな
い範囲で取り組むべき

無回答
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【参考資料②：アンケート調査票】 

 

  
 

アンケートＩＤ  
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問
とい

１ あなたの性
せい

別
べつ

を教
おし

えてください。（○は１つ） 

１． 男
おとこ

 ２．女
おんな

 ３．答
こた

えたくない 

問
とい

２ あなたの年
ねん

齢
れい

は７月
がつ

１日
にち

現
げん

在
ざい

でおいくつですか。（○は１つ） 

１．18～19歳
さい

 ２．20～24歳
さい

 ３．25～29歳
さい

 ４．30～34歳
さい

 

５．35～39歳
さい

 ６．40～44歳
さい

 ７．45～49歳
さい

 ８．50～54歳
さい

 

９．55～59歳
さい

 10．60～64歳
さい

 11．65～69歳
さい

 12．70～74歳
さい

 

13．75歳
さい

以
い

上
じょう

 

問
とい

３ あなたのお住
す

まいの地
ち

域
いき

はどちらですか。（○は１つ） 

１．水口
みなくち

地
ち

域
いき

 ２．土山
つちやま

地
ち

域
いき

 ３．甲
こう

賀
か

地
ち

域
いき

 

４．甲南
こうなん

地
ち

域
いき

 ５．信楽
しがらき

地
ち

域
いき

 

問
とい

４ あなたはいつから甲
こう

賀
か

市
し

にお住
す

まいですか。（○は１つ） 

１．生
う

まれてからずっと甲
こう

賀
か

市
し

に住
す

んでいる 

２．甲
こう

賀
か

市
し

で生
う

まれて、市
し

外
がい

に転 出
てんしゅつ

後
ご

、 再
ふたた

び転 入
てんにゅう

した 

３．市
し

外
がい

で生
う

まれて甲
こう

賀
か

市
し

に転 入
てんにゅう

した 

問
とい

４で「２」または「３」と回
かい

答
とう

された⽅
かた

におたずねします。 

問
とい

５ 転入
てんにゅう

後
ご

、何
なん

年
ねん

くらい甲
こう

賀
か

市
し

にお住
す

まいですか。（○は１つ） 

１．３年
ねん

未
み

満
まん

 ２．３年
ねん

から 10年
ねん

未
み

満
まん

 ３．10年
ねん

以
い

上
じょう

 

問
とい

６ あなたの世
せ

帯
たい

（同
どう

居
きょ

）の構
こう

成
せい

はどれですか。（○は１つ） 

１．単
たん

身
しん

 ２．夫
ふう

婦
ふ

のみ ３．二
に

世
せ

代
だい

世
せ

帯
たい

 ４．三
さん

世
せ

代
だい

世
せ

帯
たい

 

５．その他
た

（             ） 

問
とい

６で「３・４・５」のいずれかに回
かい

答
とう

された⽅
かた

におたずねします。 
問
とい

７ あなたに就 学
しゅうがく

前
まえ

または就 学
しゅうがく

しているお子
こ

様
さま

・お孫
まご

様
さま

（同
どう

居
きょ

）はおられますか。 

（○はいくつでも） ※別
べっ

居
きょ

されているお子
こ

様
さま

、お孫
まご

様
さま

は含
ふく

みません。 

１．２歳
さい

以
い

下
か

 ２．３歳
さい

～小学校
しょうがっこう

入 学
にゅうがく

前
まえ

 

３．小
しょう

学
がく

生
せい

 ４． 中
ちゅう

学
がく

生
せい

 

５．高
こう

校
こう

生
せい

 ６．専
せん

門
もん

学
がっ

校
こう

生
せい

・短
たん

大
だい

生
せい

・予
よ

備
び

校
こう

生
せい

・大
だい

学
がく

生
せい

（大
だい

学
がく

院
いん

生
せい

） 

７．就 学
しゅうがく

前
まえ

または就学
しゅうがく

している子
こ

どもはいない 

１．あなたご⾃
じ

⾝
し ん

のことについておたずねします 

－2－ 
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問
とい

８ あなたの 職 業
しょくぎょう

等
とう

は何
なん

ですか。（○は１つ） 

１．会
かい

社
しゃ

員
いん

 ２．公
こう

務
む

員
いん

 ３．自
じ

営
えい

業
ぎょう

 ４．パート・アルバイト

５．学
がく

生
せい

 ６．専 業
せんぎょう

主
しゅ

婦
ふ

・主
しゅ

夫
ふ

 ７．無職
むしょく

・その他
た

 

問
とい

８で「１〜５」のいずれかに回
かい

答
とう

された⽅
かた

におたずねします。 
問
とい

９ あなたの勤
きん

務
む

地
ち

（通
つう

学
がく

地
ち

）はどちらですか。（○は１つ） 

１．自
じ

宅
たく

 ２．甲
こう

賀
か

市
し

内
ない

 

３．甲
こう

賀
か

市
し

以
い

外
がい

の滋
し

賀
が

県
けん

内
ない

 ４．県
けん

外
がい

 

 

 

 

 

問
とい

10 あなたは甲
こう

賀
か

市
し

の住
す

みやすさについてどのように感
かん

じておられますか。（○は１つ） 

１．住
す

みやすい ２．まあまあ住
す

みやすい 

３．どちらともいえない ４．あまり住
す

みやすくない 

５．住
す

みにくい 

問
とい

11 あなたにとって甲
こう

賀
か

市
し

の【住
す

みやすい点
てん

】と【住
す

みにくい点
てん

】はどのようなことですか。

（それぞれ○はいくつでも） 

【住
す

みやすい点
てん

】 

１．子
こ

育
そだ

て ２．教 育
きょういく

 ３．地
ち

域
いき

コミュニティ（区
く

・自
じ

治
ち

会
かい

・自
じ

治
ち

振
しん

興
こう

会
かい

など）

４．就 労
しゅうろう

・起業
きぎょう

 ５．公 共
こうきょう

交
こう

通
つう

（バス・鉄
てつ

道
どう

） ６．道
どう

路
ろ

 

７．自
し

然
ぜん

・環 境
かんきょう

 ８．防
ぼう

犯
はん

 ９．防
ぼう

災
さい

 

10．福
ふく

祉
し

・医療
いりょう

 11．文
ぶん

化
か

・スポーツ 12．その他
た

（       ）

【住
す

みにくい点
てん

】 

１．子
こ

育
そだ

て ２．教 育
きょういく

 ３．地
ち

域
いき

コミュニティ（区
く

・自
じ

治
ち

会
かい

・自
じ

治
ち

振
しん

興
こう

会
かい

など）

４．就 労
しゅうろう

・起業
きぎょう

 ５．公 共
こうきょう

交
こう

通
つう

（バス・鉄
てつ

道
どう

） ６．道
どう

路
ろ

 

７．自
し

然
ぜん

・環 境
かんきょう

 ８．防
ぼう

犯
はん

 ９．防
ぼう

災
さい

 

10．福
ふく

祉
し

・医療
いりょう

 11．文
ぶん

化
か

・スポーツ 12．その他
た

（       ）

 

２．市
し

政
せ い

全体
ぜ ん た い

に関
か ん

する満
ま ん

⾜
ぞ く

度
ど

等
と う

についておたずねします 
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問
とい

12 あなたは現
げん

在
ざい

の暮
く

らしに幸
しあわ

せを感
かん

じますか。（○は１つ） 

１．そう感
かん

じる ２．どちらかといえばそう感
かん

じる 

３．どちらともいえない ４．どちらかといえばそう感
かん

じない 

５．感
かん

じない 

問
とい

12 で「１・２」のいずれかに回
かい

答
とう

された⽅
かた

におたずねします。 
問
とい

13 あなたはどのようなことに 幸
しあわ

せを感
かん

じますか。（○はいくつでも） 

１．収 入
しゅうにゅう

（お金
かね

） ２．就 業
しゅうぎょう

状 況
じょうきょう

（仕
し

事
ごと

の有
う

無
む

・安
あん

定
てい

） 

３．健
けん

康
こう

 ４．自
じ

由
ゆう

な時
じ

間
かん

、充 実
じゅうじつ

した余
よ

暇
か

 

５．社
しゃ

会
かい

貢
こう

献
けん

 ６．家
か

族
ぞく

関
かん

係
けい

 

７．友
ゆう

人
じん

関
かん

係
けい

 ８．職
しょく

場
ば

や学
がっ

校
こう

等
とう

の人
にん

間
げん

関
かん

係
けい

 

９．地
ち

域
いき

コミュニティ、ご近
きん

所
じょ

との関
かん

係
けい

 10．その他
た

（             ）

問
とい

14 あなたは甲
こう

賀
か

市
し

に愛 着
あいちゃく

をお持
も

ちですか。（○は１つ） 

１．愛着
あいちゃく

がある ２．まあまあ愛 着
あいちゃく

がある 

３．あまり愛着
あいちゃく

がない ４．愛 着
あいちゃく

がない 

問
とい

15 あなたは甲
こう

賀
か

市
し

の魅力
みりょく

を市
し

外
がい

の人
ひと

に自
じ

慢
まん

できますか。（○は１つ） 

１．自
じ

慢
まん

できる ２．まあまあ自
じ

慢
まん

できる 

３．あまり自
じ

慢
まん

できない ４．自
じ

慢
まん

できない 

問
とい

16 あなたはこれからも甲
こう

賀
か

市
し

に住
す

みつづけたいと思
おも

いますか。（○は１つ） 

１．住
す

みつづけたい   ２．住
す

みつづけたいとは思
おも

わない   ３．どちらともいえない 

問
とい

17 あなたは、市
し

政
せい

（市
し

役
やく

所
しょ

のしていること）に関
かん

心
しん

をお持
も

ちですか。（○は１つ） 

１．関
かん

心
しん

がある ２．まあまあ関
かん

心
しん

がある 

３．あまり関
かん

心
しん

がない ４．関
かん

心
しん

がない 
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問
とい

18 環
かん

境
きょう

や環
かん

境
きょう

に対
たい

する取
と

り組
く

みについて関心
かんしん

はありますか。（○は１つ） 

１．大
おお

いにある ２．ある 

３．あまりない ４．まったくない 

５．わからない 

問
とい

19 環
かん

境
きょう

を良
よ

くするために 重
じゅう

要
よう

と思
おも

うことは何
なん

ですか。 （○は優先
ゆうせん

と 考
かんが

えられるものを

３つまで） 

１．地
ち

球
きゅう

温
おん

暖
だん

化
か

対
たい

策
さく

 ２．再
さい

生
せい

可
か

能
のう

エネルギーの導
どう

入
にゅう

 

３． 省
しょう

エネルギー対
たい

策
さく

 ４．環
かん

境
きょう

配
はい

慮
りょ

商
しょう

品
ひん

の普
ふ

及
きゅう

 

５．ごみの減
げん

量
りょう

やリサイクル ６．野
や

生
せい

動
どう

植
しょく

物
ぶつ

の保
ほ

護
ご

 

７．森
しん

林
りん

、河
か

川
せん

などの環
かん

境
きょう

保
ほ

全
ぜん

 ８．大
たい

気
き

、土
ど

壌
じょう

の公害
こうがい

対策
たいさく

 

９．騒
そう

音
おん

、振
しん

動
どう

などの公
こう

害
がい

対
たい

策
さく

 10．公 共
こうきょう

交通
こうつう

機関
き か ん

の利
り

用
よう

促
そく

進
しん

 

11．環
かん

境
きょう

意
い

識
しき

の向
こう

上
じょう

 12．その他
た

（             ） 

13．特
とく

にない 

問
とい

20 市
し

では誰
だれ

もがよりよい環
かん

境
きょう

を意
い

識
しき

した行動
こうどう

ができるまちをめざすため、クールチョイ

スを進
すす

めています。あなたは、クールチョイスという取
と

り組
く

みをご存
ぞん

じですか。 

（○は１つ） 

 

１．詳
くわ

しく知
し

っている ２．少
すこ

し知
し

っている 

３．名
な

前
まえ

だけ知
し

っている ４．聞
き

いたことがない（今回
こんかい

初
はじ

めて知
し

った） 

問
とい

21 あなたが生
せい

活
かつ

の中
なか

で実践
じっせん

していることはありますか。（○は優
ゆう

先
せん

と 考
かんが

えるものを３つ
まで） 

１．ＣＯ２の排 出
はいしゅつ

が少
すく

ない製品
せいひん

の選択
せんたく

 ２．節水
せっすい

や節電
せつでん

 

３． 省
しょう

エネ家
か

電
でん

の購
こう

入
にゅう

 ４．太陽光
たいようこう

発電
はつでん

などの再
さい

エネ設
せつ

備
び

や 省
しょう

エネ設
せつ

備
び

の導入
どうにゅう

５．電
でん

気
き

自
じ

動
どう

車
しゃ

やハイブリッド自
じ

動
どう

車
しゃ

への乗
の

り換
か

え ６．公 共
こうきょう

交通
こうつう

機関
き か ん

の利
り

用
よう

 

７． 食
しょく

品
ひん

ロスの削減
さくげん

や地
じ

元
もと

食
しょく

材
ざい

の利
り

用
よう

 ８．マイバックの使
し

用
よう

などによるごみの削減
さくげん

・分
ぶん

別
べつ

 

９．その他
た

（                                  ） 

問
とい

22 環
かん

境
きょう

に対
たい

する取
と

り組
く

みを進
すす

めるために、ご自
じ

身
しん

の生活
せいかつ

についてどの程
てい

度
ど

許
きょ

容
よう

できます

か。（○は１つ） 

１．現在
げんざい

のライフスタイル（生
せい

活
かつ

様
よう

式
しき

）を大
おお

きく変
か

えてでも取
と

り組
く

むべき 

２．現在
げんざい

のライフスタイル（生
せい

活
かつ

様
よう

式
しき

）を多
た

少
しょう

変
か

えてでも取
と

り組
く

むべき 

３．現在
げんざい

のライフスタイル（生
せい

活
かつ

様
よう

式
しき

）を変
か

えない範
はん

囲
い

で取
と

り組
く

むべき 

４．取
と

り組
く

む必要
ひつよう

はない 

３．環
か ん

境
きょう

についておたずねします
 

  

 
※クールチョイスとは、CO2 などの温室

おんしつ

効果
こ う か

ガスの排 出 量
はいしゅつりょう

削減
さくげん

のために、脱炭素
だつたんそ

社会
しゃかい

づくりに貢献
こうけん

する「製品
せいひん

への買
か

い替
か

え」、「サービスの利
り

用
よう

」、「ライフスタイルの選択
せんたく

」

など、日々
ひ び

の生活
せいかつ

の中
なか

で、あらゆる 賢
かしこ

い選択
せんたく

をしていこうとする取
と

り組
く

みです。 
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問
とい

23 市
し

に関
かん

する情
じょう

報
ほう

をどの程
てい

度
ど

読
よ

んだり、見
み

たり、聞
き

いたりしておられますか。 

（それぞれ○は１つ） 

  １ ２ ３ ４ 

  
必

かなら

ず 

読
よ

む、見
み

る、聞
き

く

よく 

読
よ

む、見
み

る、聞
き

く

たまに 

読
よ

む、見
み

る、聞
き

く 

読
よ

まない、 

見
み

ない、聞
き

かない

① 広
こう

報
ほう

紙
し

「広
こう

報
ほう

こうか」 １ ２ ３ ４ 

② 甲
こう

賀
か

市
し

ホームページ １ ２ ３ ４ 

③ 甲
こう

賀
か

市
し

LINE １ ２ ３ ４ 

④ 甲
こう

賀
か

市
し

フェイスブック １ ２ ３ ４ 

⑤ 行政
ぎょうせい

情報
じょうほう

番
ばん

組
ぐみ

「きらめきこうか」
（あいコムこうか） 

１ ２ ３ ４ 

⑥ 市
し

議
ぎ

会
かい

だより １ ２ ３ ４ 

⑦ 市
し

議
ぎ

会
かい

ホームページ １ ２ ３ ４ 

⑧ 市
し

議
ぎ

会
かい

中 継
ちゅうけい

・録
ろく

画
が

 
（あいコムこうか） 

１ ２ ３ ４ 

⑨ 市
し

議
ぎ

会
かい

インターネット中継
ちゅうけい

・録
ろく

画
が

 １ ２ ３ ４ 

⑩ 
区
く

・自
じ

治
ち

会
かい

等
とう

を通
つう

じた各
かっ

戸
こ

配
はい

布
ふ

や回
かい

覧
らん

（文
ぶん

書
しょ

、チラシ、ポスターなど） 
１ ２ ３ ４ 

 

 

 

問
とい

24 あなたは、「甲
こう

賀
か

市
し

手
しゅ

話
わ

言
げん

語
ご

及
およ

び 情
じょう

報
ほう

・コミュニケーション促進
そくしん

条例
じょうれい

」をご存
ぞん

じですか。

（○は１つ） 

 

 

 

１．詳
くわ

しく知
し

っている  ２．少
すこ

し知
し

っている  

３．名
な

前
まえ

だけ知
し

っている ４．聞
き

いたことがない 

 

※甲
こう

賀
か

市
し

手
しゅ

話
わ

言
げん

語
ご

及
およ

び 情
じょう

報
ほう

・コミュニケーション促進
そくしん

条 例
じょうれい

は、手
しゅ

話
わ

が言
げん

語
ご

であることを理
り

解
かい

し、障
しょう

がいの特性
とくせい

に応
おう

じた様々
さまざま

なコミュニケーション手段
しゅだん

の普
ふ

及
きゅう

と利
り

用
よう

促
そく

進
しん

により、 障
しょう

がいの有無
う む

によ

って分
わ

け隔
へだ

てられることがない共 生
きょうせい

社会
しゃかい

を実現
じつげん

するために定
さだ

められたものです。 

４．市
し

の情報
じ ょ う ほ う

発信
は っ し ん

についておたずねします

５．障
しょう

がい福
ふ く

祉
し

についておたずねします
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問
とい

25 今
こん

後
ご

、障
しょう

がい者
しゃ

施
し

策
さく

を進
すす

めていくにあたって、市
し

はどのようなことを充実
じゅうじつ

させていけ

ばよいと思
おも

いますか。（○はいくつでも） 

１．障
しょう

がいのある方
かた

への理
り

解
かい

を深
ふか

める教育
きょういく

や広報
こうほう

活動
かつどう

の充 実
じゅうじつ

 

２．障
しょう

がい児
じ

保
ほ

育
いく

、 障
しょう

がい児
じ

教
きょう

育
いく

の充実
じゅうじつ

 

３．段
だん

差
さ

解
かい

消
しょう

などのバリアフリー化
か

やユニバーサルデザインの推進
すいしん

 

４．働
はたら

く場
ば

の確
かく

保
ほ

や 就
しゅう

労
ろう

定
てい

着
ちゃく

の支
し

援
えん

 

５．ホームヘルプなど在
ざい

宅
たく

生
せい

活
かつ

支
し

援
えん

サービスの充
じゅう

実
じつ

 

６．公
こう

共
きょう

交
こう

通
つう

を利
り

用
よう

した移
い

動
どう

支
し

援
えん

の 充
じゅう

実
じつ

 

７．ボランティア活動
かつどう

の育成
いくせい

や支
し

援
えん

 

８．障
しょう

がいサービスや福
ふく

祉
し

に関
かん

する 情
じょう

報
ほう

提
てい

供
きょう

の促進
そくしん

 

９．相談
そうだん

窓口
まどぐち

の充 実
じゅうじつ

 

10．障
しょう

がいのある方
かた

の権
けん

利
り

擁
よう

護
ご

（自
じ

分
ぶん

の権
けん

利
り

を守
まも

ってくれる）制
せい

度
ど

の普
ふ

及
きゅう

 

11．専門的
せんもんてき

な人材
じんざい

の確
かく

保
ほ

と育成
いくせい

 

12．災害
さいがい

や緊 急
きんきゅう

時
じ

の支
し

援
えん

体
たい

制
せい

の整
せい

備
び

 

13．その他
た

（                                  ）

14．特
とく

にない 

問
とい

26 障
しょう

がいのある方
かた

もない方
かた

もお互
たが

いに理
り

解
かい

し、共
とも

に地
ち

域
いき

で生活
せいかつ

できるように進
すす

めていく

ために、あなたは何
なに

ができると思
おも

いますか。（○は優
ゆう

先
せん

と 考
かんが

えるものを３つまで） 

１．地
ち

域
いき

活
かつ

動
どう

やスポーツ、イベントなどで一緒
いっしょ

に活動
かつどう

する 

２．障
しょう

がいについての理
り

解
かい

が深
ふか

められる研 修
けんしゅう

や講演会
こうえんかい

へ参
さん

加
か

する（手
しゅ

話
わ

講
こう

座
ざ

、出
で

前
まえ

講
こう

座
ざ

など）

３．働
はたら

きやすい環 境
かんきょう

や一緒
いっしょ

に 働
はたら

く機
き

会
かい

をつくる 

４．子
こ

どもの頃
ころ

から交 流
こうりゅう

する場
ば

や機
き

会
かい

を設
もう

ける 

５．ボランティアで一緒
いっしょ

に活動
かつどう

する 

６．声
こえ

かけや相談
そうだん

できる体制
たいせい

をつくる 

７．階段
かいだん

や段
だん

差
さ

などでの手
て

助
だす

けをする 

８．手
しゅ

話
わ

や代筆
だいひつ

などのコミュニケーションの手
て

助
だす

けをする 

９．その他
た

（                                  ）

10．特
とく

にない 
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質
しつ

問
もん

は以
い

上
じょう

です。ご 協
きょう

⼒
りょく

ありがとうございました。 

回
かい

答
とう

いただいた 調
ちょう

査
さ

票
ひょう

は、３つ折
お

りにし、同
どう

封
ふう

の返
へん

信
しん

⽤
よう

封
ふう

筒
とう

に⼊
い

れて、 

令
れ い

和
わ

４年
ね ん

８⽉
が つ

７⽇
に ち

（⽇
に ち

）までに、ポストにご投
とう

函
かん

ください。 

  
 

問
とい

27 新
しん

型
がた

コロナウイルス感
かん

染
せん

症
しょう

で、困
こま

っていることはどのようなことですか。（○はいくつでも）

１． 収 入
しゅうにゅう

減
げん

・支
し

出
しゅつ

増
ぞう

          ２．失業
しつぎょう

・休 業
きゅうぎょう

 

３．体
たい

調
ちょう

面
めん

 ４．精
せい

神
しん

面
めん

（メンタル面
めん

） 

５．人
にん

間
げん

関
かん

係
けい

              ６．学
がく

業
ぎょう

 

７．子
こ

育
そだ

て・教
きょう

育
いく

            ８．その他
た

（              ） 

９．困
こま

っていることはない 

問
とい

28 今
こん

後
ご

、どのような支
し

援
えん

が必
ひつ

要
よう

と考
かんが

えますか。（○はいくつでも） 

また、支
し

援
えん

に関
かん

する意
い

見
けん

があれば、ご自
じ

由
ゆう

にお書
か

きください。 

１．生
せい

活
かつ

に困
こま

っておられる方
かた

への支
し

援
えん

 ２．子
こ

育
そだ

て、 教
きょう

育
いく

に関
かん

する支
し

援
えん

 

３．事
じ

業
ぎょう

所
しょ

、企
き

業
ぎょう

等
とう

への支
し

援
えん

 ４．差
さ

別
べつ

、DV、 虐
ぎゃく

待
たい

などの対
たい

策
さく

 

５．その他
た

（             ） ６．支
し

援
えん

の必
ひつ

要
よう

はない 

７．わからない 

【自
じ

由
ゆう

記
き

述
じゅつ

】 

６．新型
し ん が た

コロナウイルス感
か ん

染
せ ん

症
しょう

についておたずねします 
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